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行政常任委員会 

 

平成３０年９月１９日（水）               

午 前 ９ 時 ５ ９ 分 開  会               

 

○南委員長  おはようございます。 

 定刻となりましたので、ただいまより行政常任委員会を開催させていただきます。 

 きょうは、まず初めに、代表監査委員からの総評をいただきました後に、きょう

は８課の決算審査を行いたいと思いますので、御協力をお願いいたします。 

 それでは、代表監査のほうから総評をお願いいたします。 

 ごめんなさい、市長。 

○加藤市長  おはようございます。 

 昨日の行政常任委員会の予算補正等の審議に引き続きまして、決算審査のために

御参集いただきまして、本当にありがとうございます。 

 本日から５日間の日程で平成２９年度決算の認定について御審議いただくことと

なっております。 

 本定例会に上程いたしました議案第５８号、平成２９年度尾鷲市一般会計歳入歳

出決算の認定についてから、議案第６３号、平成２９年度尾鷲市水道事業会計未処

分利益剰余金の処分及び決算の認定についてまでの計６議案について審議をお願い

するものであります。 

 さきの本会議で会計管理者等より提案説明をさせていただきましたが、委員会で

は、決算の概要説明は、一般会計の歳入では会計管理者に行わせ、歳出及び各特別

会計につきましては、それぞれ所管の長及び担当者に説明させます。病院事業会計

につきましては病院事務長、水道事業会計につきましては水道部長に行わせますの

で、どうかよろしく御審議いただきますようお願い申し上げます。 

 それでは、まず最初に、代表監査より平成２９年度決算の総評をいただきますの

で、よろしくお願いいたします。 

○南委員長  ありがとうございました。 

 それでは、代表監査、お願いいたします。 

○千種代表監査委員  委員皆さん、おはようございます。 

 着席のまま失礼させていただきます。 

 地方自治法第２３３条第２項並びに地方公営企業法第３０条第２項の規定により、
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尾鷲市長から審査に付された平成２９年度各会計決算について審査を行った結果、

別冊の審査意見書のとおり取りまとめましたので、その概要について御説明申し上

げます。 

 それでは、お手元の平成２９年度尾鷲市一般会計各特別会計歳入歳出決算審査意

見書の１ページをごらんください。 

 １、審査の対象は、平成２９年度一般会計歳入歳出決算並びに３本の特別会計歳

入歳出決算及び附属書類となります。 

 ３、審査の方法は、審査に付された決算書及び附属書類が法令の規定に基づき適

正に作成されているか、予算執行は議会の議決に沿って適正に行われているか、財

政運営上の問題点は何かという点に留意して、決算書類の計数を関係諸帳簿と照合

し、あわせて定期監査、例月出納検査等の結果も参考に慎重に審査いたしました。 

 ４、審査の結果は、審査に付された各会計歳入歳出決算書及び附属書類はいずれ

も関係諸法令に準拠して作成されており、その計数は関係諸帳簿と照合した結果、

正確であると認めます。 

 次に、一般会計について６ページから５７ページまで、特別会計については６０

ページから７５ページまで、歳入、歳出、決算額を款別に前年度と比較し整理しま

した。また、７６ページに実質収支に関する調書、７７ページから７９ページまで

財産に関する調書を整理しました。 

 ８０ページのむすびをごらんください。 

 では、まず、一般会計であります。 

 本年度の一般会計に係る予算の執行、財産の管理など、財務に関する事務の執行

については、おおむね適正に処理されているものと認めます。 

 本市を取り巻く経済環境は、人口減少や少子高齢化の進行に伴う後継者不足等の

影響により長期にわたって低迷しています。そのことは、本市財政に対し非常に厳

しい状況を与えています。 

 このような中、本年度は、新市長のもと、部門の垣根を越えた七つの市政推進プ

ロジェクトチームが設置され、本市の持つ諸課題を解決すべく、具体的計画の策定

に取り組まれました。また、市民と行政が一体となり、さまざまな事業が実施され

ました。 

 ６ページに戻っていただき、一般会計決算状況の表をごらんください。 

 なお、表上の表記は円単位ですが、以降全て万単位で御説明させていただきます。 

 一般会計の決算額は、歳入が１０１億６,９８１万円で、歳出が９９億２,４２９
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万円となり、歳入歳出差引額が２億４,５５１万円の黒字となっております。 

 次に、８ページの（２）財政構造状況をごらんください。 

 財政構造状況を示す指数を見ると（ア）の財政力指数は０.３９０で、前年度と

比較すると０.００２ポイント低下しています。（イ）の経常収支比率は９６.９％

で、前年度と比較すると０.５ポイント上昇しています。 

 次ページ、９ページをごらんください。 

 （ウ）の公債費比率は１０.２％で、前年度と比較すると０.１ポイント上昇して

います。一般的に１０％未満が健全、１５％を超えると要注意、２０％を超えると

危険と言われています。今後、計画される諸事業の財政負担等を十分勘案し、高率

化とならないよう慎重な配慮が望まれます。 

 １４ページの自主財源及び依存財源比較表をごらんください。 

 本年度の歳入決算額の財源別構成比率は、自主財源が３８.２％、依存財源が６

１.８％で、自主財源の割合は前年度と比較すると０.５ポイント上昇しています。 

 ２ページほどめくっていただきまして、１６ページをごらんください。 

 歳入の２１.９％を占める市税の収入済額は２２億２,７２３万円で、前年度と比

較すると２,８９３万円、１.２％減少しております。 

 ３８ページをごらんください。 

 一方で、歳出決算額の性質別構成比率は、義務的経費が４３.５％、投資的経費

が７.８％、その他の経費が４８.７％で、前年度より投資的経費の割合が低くなっ

ています。 

 ８２ページ上段３行目をごらんください。 

 今後の財政運営について考察すると、少子高齢化や人口減少など自主財源である

市税収入が減少傾向にある上、依存財源である地方交付税が変動する懸念もあり、

歳入面において先行き不透明な状況が続くものと推測されます。一方、歳出面では、

庁舎耐震化を初め、老朽化した各公共施設の整備事業、地場産業の産業振興対策や

中長期的な防災・減災対策の推進など、今後も財政需要は増加するものと予想され

ます。 

 また、年度末においては、都市計画税余剰金の財政調整基金への繰り入れが問題

となりました。結果として、平成２２年度から２８年度までの余剰金累積相当分２

億６,５３５万円については、財政調整基金から新たに設置した都市計画事業基金

へと積み立てられることとなり、これにより財政調整基金は大幅に減少することと

なり、今後の財政運営にとってさらに厳しさを増すことが予想されます。 
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 このような厳しい財政状況における諸事業の実施・推進に当たっては、中長期的

な視野に立ち、引き続き財政負担の抑制を図りつつ、適正かつ健全な財政運営を図

られたい。特に長年の懸案となっている広域ごみ処理施設の建設については、候補

予定地の公表など進展の兆しも見えつつあり、他市町との協議結果に伴う財政負担

の見通しなど、今後もその進捗状況について積極的に市民に公表していただきたい

と思います。 

 次に、特別会計に移らせていただきます。 

 ６０ページをごらんください。 

 国民健康保険事業特別会計の決算額は、歳入が３０億６,５４１万円、歳出が２

９億７４７万円で、歳入歳出差引額が１億５,７９３万円の黒字となっています。 

 ６２ページの上段の表をごらんください。 

 国民健康保険税の収納率は８３.０％で０.７ポイント低下で６年連続８０％台を

維持していますが、今後も収納強化に努めていただきたいと思います。 

 続きまして、６７ページをごらんください。 

 後期高齢者医療事業特別会計の決算額は、歳入が６億４,９２０万円でした。 

 ２ページ先の６９ページ上段の歳出をごらんいただきますと６億４,３５８万円

で、歳入歳出差引額は５６１万円の黒字となっています。 

 続いて、公共下水道事業特別会計についてであります。 

 ７０ページをごらんください。 

 表、下水道事業特別会計の決算額は歳入歳出額ともに２１６万円で、歳入歳出差

引額はゼロ円であります。 

 私どもの意見といたしましては、平成２９年度の特別会計に係る予算の執行、財

産の管理など、財務に関する事務の執行についても、おおむね適正に処理されてい

るものと認めますが、国民健康保険事業及び後期高齢者医療事業については、高齢

化率の上昇による医療費の増加が見込まれる一方で、各種交付金などの減少、保険

税の減収等により厳しい事業運営が続くものと予想されます。財政運営の安定化な

ど、引き続き事業の抱える課題への取り組みについて強化を図っていただきたいと

思います。 

 最後に、８８ページから９３ページまでの平成２９年度尾鷲市基金運用状況につ

きましては、いずれの基金においても適正に運用されているものと認めます。なお、

せんだって新設された都市計画事業基金につきましては、目的税の有効活用に向け、

特に適正かつ明確な運用が求められます。今後もそれぞれの基金運用については、
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より慎重な取り扱いを行っていただくよう希望いたします。 

 続きまして、公営企業会計決算について御説明いたします。 

 それでは、お手元の平成２９年度尾鷲市公営企業会計決算審査意見書の１ページ

をごらんください。 

 １、審査の対象は平成２９年度尾鷲市水道事業会計決算、病院事業会計決算です。 

 ３、審査の方法は、地方公営企業法第３０条第２項の規定により、審査に付され

た決算書並びに附属書類が関係法令に準拠して作成され、財政状態と経営実績を適

正に表示しているか否か、会計事務処理が適切であるかどうかについて審査を行う

とともに、公営企業としての経済性を発揮しているかどうか、経営の基本原則に従

って運営されているかを主眼とし、あわせて例月出納検査等の結果を参考に慎重に

審査いたしました。 

 ４、審査の結果は、決算書は関係法令に準拠して作成されており、計算計数はい

ずれも正確であると認めます。経営状況、財政状況については、次の会計別に述べ

るとおりであります。 

 まず、水道事業についてでありますが、２ページから３９ページまで業務実績、

予算の執行状況、経営成績、経営分析、財政状況、財政分析、キャッシュフローの

状況を整理しています。 

 平成２９年度の水道事業に係る予算の執行、財産の管理など、財務に関する事務

の執行は、おおむね適正に処理されているものと認めます。 

 ４ページをごらんください。 

 業務実績についてでありますが、下段の表をごらんいただくとおり、給水戸数は

９,４７３戸、給水人口は１万８,１５３人で、前年度と比べ９３戸、３７４人減少

しています。 

 次ページの５ページの上段の表をごらんください。 

 有収水量の推移表の合計欄の対前年度減少率は４.９％ですが、大口需要者、火

力については４１.５％と大幅に減少しています。 

 次ページ、６ページに移ってください。 

 上段の表の有収率を見ていただきますと、６９.２％で前年度より１.１ポイント

低下しており、全国平均の８２.６％と比較すると、依然として低水準にあります。

その主な要因については、漏水等が考えられますので、今後も管路診断や老朽化が

進行している配水管の布設替えなどによる漏水防止対策を継続的、計画的に実施す

ることで、さらなる有収率の向上を図っていただきたいと思います。 
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 次に、１３ページをごらんください。 

 経営成績につきましては、収益的収支において総収益は５億３,３０２万円、総

費用は４億８,３４５万円となり、４,９５６万円の純利益となっています。平成２

３年度に水道料金の改定を実施した結果、７期続けて黒字経営が続いています。 

 ２９ページをごらんください。 

 財政分析であります。 

 まず、本意見書における流動比率は３００.２％で、前年度より３１.１ポイント

低下しています。この比率は高いほど支払い能力があり、一般的に経営上２００％

以上であることが望ましいと言われております。 

 ３４ページの水道事業会計むすびの２をごらんください。 

 同年度の決算においては、給水収益が２,９４３万円、５.６％減少したことと営

業費用が１,１２６万円、２.７％増加したことにより、準利益は対前年度比３,５

８４万円の減益の４,９５６万円を計上しました。本市においては、人口減少等に

伴い給水戸数が減少を続けており、料金収入の大幅な増加が期待できない状況にあ

る一方で、施設の維持、管理や更新、改良など、多額の設備投資が必要となること

が見込まれるため、引き続き厳しい経営状況が続くことが予想されます。これらを

踏まえ、今後も有収率向上策の推進や徹底したコスト削減などにより、一層効率的

かつ効果的な事業経営に努めていただきたいと思います。 

 次に、病院事業会計ですが、４０ページから７８ページまで、事業実績等を整理

しています。 

 平成２９年度における尾鷲市病院事業会計に係る予算の執行、財産の管理など、

財務に関する事務の執行は、おおむね適正に処理されているものと認めます。 

 ４２ページをごらんください。 

 業務実績において、前年度より入院患者数は１,５８０人減少し、外来患者数も

１,８０６人減少しています。また、病床利用率は７５.９％で、前年度より１.７

ポイント下回っております。 

 ５１ページをごらんください。 

 経営成績において、収益的収支を見ると事業収益は４３億８,３８３万円、事業

費用は４４億８,９７８万円となり、１億５９５万円の純損失となりました。 

 ６７ページをごらんください。 

 本意見書に記載した流動比率は７３.３％で、前年度より７.１ポイント低下して

おります。 
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 ７６ページの別表（３）をごらんください。 

 右側２の流動負債（１）一時借入金は、借り入れと返済を繰り返して対前年度末

より３,０００万円減少していますが、３億５,０００万円の年度末残となっており

ます。 

 ７７ページの別表（４）をごらんください。 

 右側上段の医業収益から医業費用を差し引いた医業損益は４億７,３０３万円の

赤字となり、対前年度と比較しても２億１,２８２万円悪化しており、大変厳しい

状況となっております。 

 経営全体について日々努力されていることと思いますが、諸事情を勘案しますと、

今後、患者数の大幅な増加は望めず、医業収益の大幅な確保を図ることは困難であ

ると推測されますことから、費用全般にわたりさらに徹底した支出の削減を図るな

ど、一層の改善、改革を実施する必要があると考えます。 

 以上が病院事業会計決算に対する意見でございます。 

 以上、一般会計、特別会計、それから、公営企業会計についての決算審査意見書

の概要について御説明申し上げました。御審議のほど、よろしくお願い申し上げま

す。 

 最後に、平成２９年度尾鷲市財政健全化及び経営健全化審査意見書についてであ

りますが、審査の結果、いずれの健全化判断比率においても正確であると認めます。 

 以上でございます。 

○南委員長  ありがとうございました。 

 ただいまの代表監査のほうから決算の付託議案の総評をいただきました。 

 特に代表監査にお聞きしたい点があれば、御指摘等、御意見等を踏まえて御発言

のある方はお願いいたします。 

 よろしいですか。 

○仲委員  一般会計、特別会計のほうなんですけど、８１ページ、むすびなんで

すけど、８１ページの最後尾ですけど、今後も公共施設整備については、規模の大

きい事業の実施が見込まれ、そのほとんどが市債発行による財源で実施していくこ

とになるが、将来における過重な財政負担にならないよう、確実な償還財源を見込

んだ上で健全な財政運営が望まれると。この３行が書かれておるんだけど、どのよ

うに解釈すればよろしいですか。 

○千種代表監査委員  公債費率の適正な水準というか、やっぱり１５％の要注意

という率を超えないような、そういう先を見た、収入と見合った、言うたら公債と
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いうか、そういうものの発行を慎重にやっていただきたいということが主な要因で

ございます。 

○仲委員  ９ページでは公債比率が１０.２、２７年度は１１.４なんですけど、

若干２８年度が０.１ポイント上がったんですけど、１５％を超える場合は要注意

と、１０％前後が健全という話なんですけど、この市債の発行については、当年度

だけの市民の受益じゃなしに、将来にわたっての長年の受益を市民の方に与えると。

そういう意味では、市債発行が有効なのではないかという考え方もある中で、確実

な償還財源というのは、やはり数値ではなかなかあらわしにくいと。そうすると、

公債比率で見ていくという考え方でよろしいんでしょうか。 

○千種代表監査委員  おっしゃるとおりだと思います。 

 ただ、収入のほうの便で、結局地方交付税やとか、それから市税とか、そういっ

た市財源の大層を占める、そういう歳入について将来見通したときに、果たしてそ

れが現状のような収入が続くのかどうかという、そういうことも十分慎重に予想し

て公債の発行を考えていただきたいということも含まれております。 

○仲委員  ３３ページに市債現年高内訳表があるんですけど、この中で臨時財政

対策債４０億８,９６６万７,０００円あるんですけど、これは政府の市債発行にか

かわる基準財政需要額等の交付税の財源はないということで、地方公共団体に保証

つきの市債発行を（聴取不能）すると。これは全額交付金で返されると。それから、

あと過疎債も大いに使っていただければ、ある程度、今年度もとっていくと。そう

いうことも踏まえて考えていくという方向はいかがですか。 

○千種代表監査委員  おっしゃるとおりだと思います。 

 それと、監査としての立場と、それから行政の立場がございますので、その辺の

細かい点については、監査として説明することはできないと思いますので、御容赦

ください。 

○南委員長  他にございませんか。 

○村田委員  これはざくっとした聞き方で大変申しわけないんですけれども、水

道事業なんですが、水道事業を値上げしてから黒字経営が続いておるんですね。し

かし、どんどんどんどん収益率が低くなってきて、この流動比率、２００以上が望

ましいと、３００以上あるということなんですが、大変今はいいんですけれども、

有収ですか、有収が減ってきておるということで、その辺をいろいろ考えなければ

いけないということも指摘をされておりますけれども、そういったいわゆるインフ

ラのための整備をどんどんやっていくとしたら、これは事業課に聞いたほうがいい
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んでしょうけれども、場合によっては、これ、水道料金の値上げということに踏み

切らなければいけない時期も来ると思うんです。その辺のところの見解を監査とし

てどういう御見解を持っておられますか。 

○千種代表監査委員  例月出納検査で水道のほうにも毎月１回検査に行っておる

んですけど、そのヒアリングの内容としては、できるだけ我慢して市民の負担をか

けないように現状を続けていきたいと。ただ、審議会もございますので、そういう

行き詰まる手前で審議会等に検討を図って、できるだけ、今、手元当座資金が潤沢

にありますので、その辺の減りぐあいを見て、そういう審議会に諮りたいと。こう

いう水道当局の回答でした。 

○南委員長  他にございませんか。 

○奥田委員  代表監査にお伺いしたいんですけど、一般会計のむすびのところで、

８２ページのところで、広域ごみ処理施設の建設については、候補予定地の公表な

ど進展の兆しも見えつつあり、他市町との協議結果に伴う財政負担の見通しなど、

今後もその進捗状況について積極的に市民に公表されたいと。おっしゃるとおりだ

と僕は思うんですけど、これ、読んで、そのごとくかなという感じがするんですけ

ど、代表監査も何か思いがあれば、その辺、わざわざこれを書かれたのはなぜなの

か。 

○千種代表監査委員  市民へのそういう具体的な進捗状況というものを公表して、

みんなにわかるようなということの思いで書かせていただきました。 

○奥田委員  やっぱり代表監査も僕と一緒であれですか。今、情報公開がやっぱ

りできていないという思いがありますよね、やっぱりね。財政のことも全然伝わっ

ていない。６６億というのが出ていますけどね。この前、環境課長、まだまだ建設

コストは上がるんやという話もしていましたし、それにエネルギーの排熱利用なん

て入っていませんから。エネルギー排熱利用ということをするのであれば、また配

管の整備とか、いろんなもので、またまたコストがかかると思うので、その辺のと

ころは代表監査のほうも厳しく執行部のほうに、市長も隣にいらっしゃいますけど、

きちっと情報公開するように今後も御指導をよろしくお願いします。 

○南委員長  他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  それでは、ないようですので、代表監査の講評を終わりたいと思い

ます。ありがとうございました。 

 引き続き会計課からお願いいたします。 
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 市長も御苦労さまでございました。ありがとうございました。 

 それでは、会計課長の方から説明をお願いします。本会議で、ある程度の説明は

いただいておりますので、できるだけ手短に、質疑応答のほうで時間をとりたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

○佐野会計管理者兼会計課長  会計課です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、私のほうからは、決算の総括の説明と、それと一般会計歳入全般、そ

れと財産に関する調書の説明、それと、三つ目として、会計課に係る歳出の説明、

この３項目を説明させていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 まずは、前段で今回の決算審査に当たりましては、いつもと同様なんですが、審

議スケジュールのこと、それと継続事業は簡潔にということ、それから重複するよ

うな説明は避けて、それと不用額５０万円以上のもの、それと不用額の割合が大き

いものについても説明をしてもらうと。それから、一般会計の歳入につきましては、

私、会計課長のほうから一括で説明する。こういったことで、各課のほうにも通知

をさせていただいておりますので、その内容をもとに各所属からの説明をさせてい

ただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、まず、尾鷲市一般会計特別会計歳入歳出決算主要説明書と、それと決

算参考資料、これに基づきまして総括的な説明をさせていただきます。 

 最初に、本会議のほうでも使用しました、まず主要説明書、こちらの２ページを

ごらんください。通知させてもらいます。 

 まず、各会計の実質収支額になります。平成２９年度の実質収支額は、一般会計

で２億３,３３２万２,９７２円、国民健康保険事業特別会計で１億５,７９３万４,

１４２円、後期高齢者医療事業特別会計で５６１万７,７０９円、それで公共下水

道事業特別会計はゼロ円ということでございます。これにより、それぞれ翌年度へ

の繰り越しとなっております。 

 次に、決算参考資料のほうに入らせていただきます。 

 １ページをごらんください。よろしいでしょうか。 

 上段半ばから下段にかけまして、一般会計款別歳入決算の推移を１,０００円単

位で５年度分お示しをさせていただいております。平成２９年度の主なものにつき

ましては、市税が２２億２,７２３万７,０００円、前年度と比べて２,８９３万８,

０００円の減少。中ほどの地方交付税におきましては、３５億７,２５８万４,００

０円、前年度比で３,０７４万５,０００円の減少。寄附金におきましては、１億２,

１７６万９,０００円、前年度比で２,００７万４,０００円の増加となっておりま
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す。 

 一番下の段です。最下段ですが、平成２５年度から２９年度までの一般会計款別

の歳入決算推移の合計額を見てみますと、そこに書いてありますとおり、ごらんの

とおりなんですが、この５年の平均をしますと約１０７億円となっております。 

 歳出につきましては、次のページ、２ページをごらんください。 

 ２ページの最下段にありますが、平成２５年度から平成２９年度までの一般会計

款別歳出決算推移の合計を見てみますと、２５年度から２９年度までごらんのとお

りでございますが、５年平均しますと約１０４億円、その規模での推移になってお

るということでございます。 

 次に、決算参考資料の３ページをごらんください。一般会計経費別歳出決算の推

移でございます。 

 これは、歳出を経費的性質に分けまして示しておるんですが、ここでは義務的経

費、投資的経費、その他の経費の決算額と全体に占める割合ということで記載があ

ります。 

 義務的経費につきましては、人件費及び扶助費が減少しており、公債費が増加を

しております。投資的経費を見てみますと、普通建設事業費が減少し、災害復旧事

業費が増加ということです。その他の経費では、積立金が減少をしております。 

 ６ページをごらんください。よろしいでしょうか。 

 ６ページから９ページにかけましては、過去８年間の市税の推移を記載しており

ます。市税につきましては、年々減少傾向が続いております。 

 次の１０ページから１３ページ、これにかけましては、国民健康保険事業及び後

期高齢者医療事業、二つの特別会計の資料でございます。この特別会計の決算につ

きましては、市民サービス課のほうから説明をさせていただきますので、省略をさ

せていただきます。 

 次に、１４ページをごらんください。１４ページからは１７ページまで給与費等

の推移でございます。 

 １７ページを見ていただきたいんですが、１７ページをごらんいただきますと、

平成２２年度では職員数が１９９名ということで、退職手当を除いた給与費等が約

１４億３,２１３万２,０００円でございます。１４ページの平成２９年度では、職

員数が１８１名、給与費等が約１２億８,２９５万９,０００円と。職員数が１８名、

給与費等が約１億４,９１７万程度減少しております。 

 次に、１８ページをごらんください。 



－１２－ 

 １８ページ、１９ページにかけましては、賃金等の推移でございます。増加傾向

での推移となっておりましたが、平成２９年度は、前年と比べ約１,２００万円の

減少となっております。 

 次に、２２ページ、こちらのほうをごらんください。 

 ２２ページ、需用費の推移でございます。土木費の修繕料が増加をしております。

この主な理由は、道路新設改良費における道路修繕の増によるもの。それと、逆に、

教育費の修繕料が減少しております。この主な理由は、平成２８年度に実施された

中央公民館のエレベーター改修と、それと市民文化会館の空調設備の修繕、これら

が２９年度はなかったと、終了したということで差が出ております。 

 ２３ページのほうをごらんください。基金の推移でございます。 

 平成２９年度は２２億５,０１６万５,０１７円で、平成２２年度からは約２０億

円台ということで推移をしてきております。 

 次に、市債の推移についてでございます。 

 ２４ページをごらんください。 

 この表は、平成１５年度から平成２９年度までの市債の推移が載っております。

平成２９年度に起債して借り入れた金額は、上から４段目の起債額の欄のとおり７

億７,２２０万、償還した元金はその下の欄１０億３,８８１万７,８６０円となっ

ております。この結果、市債年度末の残高は、一番上の欄のとおり１０７億７８５

万７,２１９円となりまして、その下の対前年度増減額では２億６,６６１万７,８

６０円の減少となっております。 

 ２５ページをごらんください。 

 平成２９年度地方消費税交付金社会保障財源化分ということで、これが充てられ

る社会保障４経費のその他社会保障施策に要した経費の表でございます。 

 それと、２６ページにつきましては、先ほど話も出ておりました今回新たに提出

させていただく資料ですが、平成２９年度都市計画税の充当状況についての資料と

いうことでございます。 

 以上、決算主要説明書及び参考資料に基づく総括の説明でございました。 

 続きまして、議案第５８号、平成２９年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定に

ついてのうち、歳入と財産に関する調書を御説明させていただきます。なお、一般

会計の歳出につきましては、各所属からの説明がありますので、よろしくお願いを

いたします。 

 それでは、会計課作成資料の資料１のほうを通知させていただきます。 
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 この表は、歳出決算書に対しまして款別での担当所属をあらわした明細書でござ

います。 

 次に、２ページの資料２をごらんください。 

 これは、先ほどの資料１をもとに所属別に並びかえをした明細書ということです。 

 続いて、３ページです。 

 資料３は、２款総務費の１目一般管理費と１４目の諸費におきましては、こちら

複数所属が入り込んでおる部分でございますので、各課別の決算額を表にしたもの

でございます。これらの資料１、２、３を各課の歳出決算説明時に参考として御利

用いただければと思います。 

 それでは、歳入全般につきまして御説明をさせていただきます。 

 決算書の１４、１５ページ、尾鷲市歳入歳出決算事項別明細書をごらんください。 

 まず、１款市税、調定額が２３億１,１１５万４,９１７円、これに対しまして収

入済額は２２億２,７２３万７,４００円、不納決算額は５７１万１,０７１円、収

入未済額は７,８２０万６,４４６円でございます。市税の詳細の説明につきまして

は、後日、税務課のほうから説明をさせていただきます。 

 同じページの下、下段のほうに移りまして、２款地方消費税の収入済額は５,０

８９万９,０００円であります。 

 少し飛びまして２６、２７ページをごらんください。 

 中段中ほどにございます３款の利子割交付金の収入済額は４８５万３,０００円、

４款配当割交付金の収入済額は１,２１０万１,０００円、５款株式等譲渡所得割交

付金の収入済額は１,１９１万９,０００円であります。 

 ６款地方消費税交付金の収入済額は３億１,６１４万５,０００円、そして、次の

ページの７款自動車取得税交付金の収入済額は１,８５３万９,０００円、８款地方

特例交付金の収入済額は６０３万９,０００円、９款の地方交付税の収入済額は３

５億７,２５８万４,０００円、１０款交通安全対策特別交付金の収入済額は２４７

万１,０００円、そして、１１款分担金及び負担金につきましては、収入済額１億

３,３７５万２,７２７円で、収入未済額は７３２万１,６３０円でございます。 

 １１款の内訳につきまして少し説明をさせていただきます。 

 １項負担金、１目民生費負担金の収入済額は１億１,４１７万１,４６７円で、収

入未済額は７３２万１,６３０円でございます。 

 ３０、３１ページをめくっていただいて見ていただきたいと思いますが、収入済

額の主なものにつきましては、２節の老人福祉費負担金の老人ホーム入所者負担金、
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現年度分が１,３３２万４,３５０円、３節の児童福祉費負担金の保育所入所保護者

負担金、これの現年度分が９,０６０万８,７５０円、これらが主なものでございま

す。収入未済額の主なものとしましては、保育所入所保護者負担金となっておりま

す。 

 ２目の衛生費負担金の収入済額は１,９１５万６,２４０円で、収入済額の主なも

のは、救急医療体制強化事業の紀北町の負担金１,７５２万８,６４０円でございま

す。 

 ３目の教育費負担金の収入済額は４２万５,０２０円。 

 次に、１２款の使用料及び手数料の収入済額は１億２,４２７万７,３０９円、不

納欠損額が１万６,８００円で収入未済額が７２６万１,０００円でございます。１

項の使用料の収入済額は３,３４４万１,８３５円、収入未済額は６８６万５,５０

０円で、主なものについて申し上げます。 

 ３２、３３ページをごらんください。 

 ３目の衛生使用料の収入済額が３４９万９,０００円でありまして、主なものは

斎場使用料３０７万９,０００円でございます。 

 ４目農林水産業使用料の収入済額は２６９万９５０円でありまして、主なものは、

深層水使用料２０９万８,６００円でございます。 

 ６目の土木使用料の収入済額は２,２３２万１,６７７円、収入未済額は６７８万

５００円でございます。収入未済額の主なものとしましては、道路井溝敷使用料が

８３６万２,３７７円、市営住宅の使用料、現年度分が１,３２９万１,０００円で、

収入未済額は全て市営住宅の使用料でございます。 

 ７目教育使用料の収入済額は４４３万５,２５８円、収入未済額が８万５,０００

円でございます。収入済額の内訳は、３３ページの下段から３５ページの上段にわ

たる備考欄のとおりでございまして、幼稚園保育料から武道場使用料まででござい

ます。収入未済額につきましては、全て幼稚園保育料でございます。 

 引き続き、３４、３５ページを見ていただきたいんですが、２項の手数料の収入

済額は９,０８３万５,４７４円、不納欠損額は１万６,８００円、収入未済額は３

９万５,５００円でございます。 

 手数料の主なものについて内訳を申し上げます。 

 まず、１目、総務手数料の収入済額は８６９万９,８５０円で、内訳は戸籍手数

料や住民票手数料が主なものでございます。２目の衛生手数料の収入済額は８,２

１２万８,８２４円、不納欠損額は１万６,８００円、収入未済額は３９万５,５０
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０円であります。不納欠損額及び収入未済額は全てし尿処理手数料でございます。 

 収入済額の主なものとしましては、清掃工場持込処理手数料１,６７１万８００

円、し尿処理手数料が現年度分で３,８０２万９,６００円。 

 ３７ページの上段に移っていただきますと、そこにありますように塵芥収集手数

料が２,５４０万１,６４４円でございます。 

 引き続き、そのまま３６、３７ページをごらんください。 

 次に、１３款の国庫支出金でございます。収入済額が９億４,４４１万６,９７３

円、１項の国庫負担金の収入済額は７億９,５３７万４,１５７円。内訳は、１目民

生費国庫負担金、１節社会福祉費負担金が１億９,８２６万２９１円でございます。 

 同じく２節の児童福祉費負担金３億１,９５６万７,３４２円であります。 

 次のページ、３８、３９ページをごらんください。 

 ３節の生活保護費負担金が２億７,７５４万６,５２４円でございます。 

 次に、２項の国庫補助金の収入済額が１億４,１０５万７,２９８円でございます。

内訳は、１目の総務費国庫補助金が１,３９５万３,９２７円。主なものは、その下

段のほうにございますが、地方創生推進交付金４７８万５,９２７円でございます。 

 ４０、４１ページを見ていただきたいと思います。 

 ２目の民生費国庫補助金の収入済額は９,６９６万７,０００円、内訳は、１節社

会福祉費補助金が８,３７８万８,０００円、主なものは、臨時福祉給付金事業補助

金７,９４６万４,０００円でございます。２節の児童福祉費補助金は１,１５２万

４,０００円、３節生活保護費補助金は１６５万５,０００円でございます。 

 ３目衛生費国庫補助金の収入済額は６５４万５,５３９円、主なものとしまして

は、２節の環境衛生費補助金の浄化槽設置整備事業補助金６３２万４,０００円で

ございます。 

 ４目の土木費国庫補助金の収入済額は２,３０５万９,８３２円、内訳としまして

は、４３ページの上段のほうにございますが、１節道路橋梁費補助金１,９８７万

７,８３２円、２節の住宅費補助金３１８万２,０００円でございます。 

 その下、５目ですね。教育費国庫補助金、教育費補助金の収入済額が５３万１,

０００円でございます。 

 次に、３項委託金の収入済額は７９８万５,５１８円、主なものとしましては、

２目の民生費委託金、１節社会福祉費委託金の７７３万６,３６８円で、基礎年金

事務費交付金でございます。 

 次に、１４款のほう、行きます。 
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 １４款県支出金の収入済額は５億７,５３８万５,７７５円、このうち１項の県負

担金は３億３,７７１万５,８２２円でございます。主なものは２目の民生費県負担

金でございます。その内訳としましては、１節社会福祉費負担金が２億２,１７５

万３４８円、主なものは国保基盤安定負担金７,３２５万８,９６５円、そして、次

のページの上段にございます三重県障害者自立支援給付費等負担金が７,９６９万

９,９００円となっております。 

 ２節の児童福祉費負担金１億９４７万６,７３６円で、この主なものとしまして

は児童保護措置費負担金７,９８４万５,０５５円でございます。 

 ３節生活保護費負担金５,５３万５,７３８円は、生活保護法第７３条による負担

金でございます。 

 次に、２項県補助金の収入済額が１億９,２３１万９,８４７円で、１目総務費県

補助金は６９万５,０００円でございます。 

 ２目の民生費県補助金の収入済額は６,９２０万６,４０１円、そのうち１節の社

会福祉費補助金は５,１８９万６,３６９円、主なものは心身障害者医療費補助金３,

２７１万８,４４１円。そして、次のページをごらんいただきたいんですが、子ど

も医療費補助金１,５３８万５,９２８円となっております。 

 その下です。２節の児童福祉費補助金は１,３２７万４,０３２円で、主なものは

一人親家庭等医療費補助金６７７万２,０３２円、地域子ども・子育て支援事業費

補助金６２３万２,０００円となっております。 

 ３節地方改善事業費補助金は４０３万６,０００円。 

 次に、３目の衛生費県補助金の収入済額は９２７万８,６８９円でございます。

内訳としましては、１節保健費補助金２０９万２,４８９円で、主なものは健康増

進事業補助金１１０万５,０００円、小児救急医療支援事業補助金７０万１,０００

円でございます。 

 では、４８、４９ページをごらんください。 

 ２節の清掃費補助金でございます。電源立地地域対策交付金で４５２万５,２０

０円、３節の環境衛生費補助金は浄化槽設置整備事業補助金で２６６万１,０００

円でございます。 

 次に、４目の農林水産業費県補助金でございますが、収入済額は１億１５２万５

０７円、内訳としましては１節農業費補助金が８０６万１,７５２円、主なものは

農業基盤整備促進事業補助金３８５万円でございます。 

 ２節の林業費補助金の収入済額は５,２５８万５,７５５円、主なものとしまして
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は、農山漁村地域整備交付金１,６８０万、そして、みえ森と緑の県民税市町交付

金が２,１２２万５,０００円でございます。 

 ５０、５１ページをごらんください。 

 ３節水産業費補助金の収入済額が４,０８７万３,０００円、主なものは水産物供

給基盤機能保全事業費補助金３,９９８万１,０００円でございます。 

 次に、５目商工費県補助金の収入済額は５７万９,２９０円で消費者行政推進事

業費補助金でございます。 

 ６目の土木費県補助金の収入済額は９９７万１,９６０円、主なものは地籍調査

補助金７７１万９,０００円でございます。 

 ７目の教育費県補助金の収入済額は１０６万８,０００円で、内容は備考欄の記

載のとおりでございます。 

 次に、３項委託金の収入済額、これは４,５３５万１０６円で、主なものとしま

しては、１目の総務費委託金が３,８３４万８,４５９円、その中で、次のページの

２節になりますが、徴税費委託金が２,６８７万７,９５９円、３節の選挙費委託金

が１,０５７万７,６１６円でございます。 

 引き続き５２、５３ページでございますが、２目民生費委託金から５４、５５ペ

ージにかけて５目消防費委託金につきましては、備考欄のほうを参照していただき

たいと思います。 

 続きまして、１５款の財産収入に移らせていただきたいと思います。 

 収入済額は３,７４０万３,４６２円でございます。その内訳としましては、１項

の財産運用収入、１目財産貸付収入、１節土地建物貸付収入の収入済額が２ ,３５

２万６,６５８円となります。収入済額の主なものは、尾鷲中央駐車場や賀田駅前

の土地の貸し付けによる管財関係の土地の貸付料、それと市有林地内での送電線設

備に関する農林関係の土地の貸付料、それと教育住宅等の貸付料などがございます。 

 ５６、５７ページをごらんください。 

 ２目配当金は割愛をさせていただきます。 

 そして、３目の１節基金運用収入、こちらの収入済額は１３９万４,８３８円で、

定期預金の利息などでございます。 

 ２項の財産売払収入の収入済額が１,２４７万２,９６６円、主に立木売払収入で

ございます。 

 １６款寄附金の収入済額が１億２,１７６万９,１１１円でございます。収入済額

の内訳につきましては、１目の総務費寄附金が９,１３３万９,１１１円、これはふ
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るさと応援寄附金４,５１１件分の寄附でございます。 

 ２目一般寄附金が１３万、３目の農林水産業費寄附金が３,０３０万、一般財団

法人尾鷲みどりの協会からのものでございます。 

 １７款の繰入金、収入済額は８億３,７４３万８,５９５円で、１項基金繰入金の

主なものは、次のページの上段の１目になります。財産調整基金繰入金、これが６

億３,６６２万４,０００円、７目のふるさと応援基金繰入金が９,０１８万９,００

０円、本基金に積み立てたふるさと納税を繰り入れたものでございます。 

 ２項の特別会計繰入金は特別会計の前年度精算による一般会計への繰り入れによ

るもので、内訳は１目後期高齢者医療事業特別会計繰入金が３,３５６万９,５７８

円、次のページの２目国民健康保険事業会計繰入金が１６５万６,０１７円でござ

います。 

 １８款繰越金の収入済額は２億７,２２５万９,１７１円で、これは前年度繰越金

でございます。その内容といたしましては、１項繰越金、１目繰越金、１節繰越金

のうち、備考欄の二つ目、２段目の建設課分３５２万６,０００円から水産商工食

のまち課分の１５万５,０００円までにつきましては、繰越明許費分のものでござ

います。 

 １９款諸収入の収入済額は１億２,８１２万５,２３１円、収入未済額は１,０３

９万８,０３３円でございます。諸収入の内訳につきましては、項別に説明をさせ

ていただきます。 

 まず、１項延滞金加算金及び過料の収入済額は４４９万５,５３３円、諸税滞納

延滞金でございます。２項市預金利子の収入済額は２２万７,４９８円、３項の貸

付金元利収入の収入済額は１,１７４万７,８２８円、収入未済額は１５１万２,５

００円でございます。 

 ６２、６３ページをごらんください。 

 主なものにつきましては、２節の奨学資金貸付金元利収入としての返還金１,１

５１万円でございます。収入未済額は１５１万２,５００円ありますが、これにつ

きましては、全て奨学資金貸付金返還金でございます。 

 ４項受託事業収入、１目民生費受託事業収入、１節地域支援事業受託事業収入の

収入済額は３,３６４万４,０００円でございます。 

 ５項１目雑入の収入済額は７,８０１万３７２円、収入未済額は８８８万５,５３

３円で、収入未済額の主なものは、３節民生費雑入の生活保護法第６３条、第７８

条及び７８条の２による返還金であります。 
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 雑入につきましても、他項目にわたりますので、その中で主なものを説明させて

いただきます。 

 ６３ページの２節総務費雑入、備考欄の下段ですね。システム利用負担金７７５

万２,０００円、これは総合住民システムを利用している各会計からの利用負担金

でございます。 

 その下の三重県市町村振興協会市町村交付金が１,６６４万９,１０９円で、これ

は市町交付金及び消防救急のデジタル無線活動波整備支援交付金でございます。 

 少し飛びまして、６８、６９ページをごらんください。 

 ３節民生費雑入の主なものとしましては、備考欄の上から４行目の紀北広域連合

負担金前年度精算金２,３４９万６,１４６円でございます。 

 ４節衛生費雑入２５２万２,２４３円です。主なものとしては、資源化物売却収

入２５１万９,１８３円でございます。 

 ５節の農林水産業費雑入、これは解散をしております東紀州農業共済事務組合の

精算金２１２万４,２８７円でございます。 

 ７節が消防費雑入のうちの消防団員退職報償金収入２３１万円、これは消防団員

等公務災害補償等の共済基金からの収入でございます。 

 ８節の教育費雑入のうち、次ページの備考欄にございます上から６行目になりま

すが、くろしお学園給食調理業務収入１２１万１,４７６円は、くろしお学園の給

食調理の請負収入でございます。 

 ２０款の市債に移らせていただきます。 

 予算現額８億６９０万、調定額、収入済額、ともに７億７,２２０万円でござい

ます。 

 市債の主なものを申し上げます。 

 まず、１目民生費は２億９,５４０万円、主なものは心身障害者医療費助成事業

債２,８００万。 

 そして、７３ページの上段をごらんください。第４保育園整備事業債２億４,８

１０万円でございます。 

 引き続きこのページですが、２目の衛生債は２,５８０万円でございます。主な

ものは２節の予防接種事業債２,２１０万円でございます。 

 ３目の農林水産業債は８,４６０万円で、主なものは３節の水産基盤整備事業債

の水産基盤ストックマネジメント事業債３,９９０万、それと４節の海洋深層水事

業債の２,２１０万円でございます。 
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 ４目土木債は４,３８０万円、主なものは１節道路整備事業債１,３５０万、そし

て、次のページでございますが、３節の都市計画事業債の街路整備事業債２ ,４０

０万円でございます。 

 ５目の消防債は１,９６０万円で、主なものは消防車両等整備事業債１,２５０万

円でございます。 

 ６目の臨時財政対策債は３億３００万円でございます。 

 以上、歳入合計は予算現額１０１億６,０２９万９,０００円で、調定額が１０２

億７,８７３万７３４円、収入済額が１０１億６,９８１万５,７５４円、不納欠損

額が５７２万７,８７１円、収入未済額が１億３１８万７,１０９円となりました。 

 以上が一般会計の歳入の説明でございます。 

○南委員長  ありがとうございます。 

 一般会計の歳入の説明をはしょってしていただきました。 

 これについて何か御質疑のある方は御発言を願います。 

 それでは、また後であってもしてもうて、歳出もお願いいたします。 

○佐野会計管理者兼会計課長  もう一つございまして、財産に関する調書の説明

をさせていただかなあかんのですが。 

○南委員長  お願いします。 

○佐野会計管理者兼会計課長  まず、４１４ページをごらんください。 

 まず、財産に関する調書ということで、１の公有財産の土地についてでございま

す。 

 表の決算年度中、増減高区分で公共用財産のうちにその他で９９平方メートルの

減少となっております。これは主に光ヶ丘地内と倉ノ谷町の町内ですが、雑種地等

の売却等による減少でございます。 

 １段下になります宅地でございますが、２３７平方メートルの減少となっており

ます。これは三木里町地内の宅地の売却によるものでございます。 

 続きまして４１５ページをごらんください。建物についてでございます。 

 左側の欄、木造の決算年度中の増減高の最下段のほうをごらんください。 

 公共用財産の区分でその他で５５９平米が増加をいたしました。これは、主に尾

鷲第４保育園の新築に伴うものでございます。 

 ４１６ページ、４１７ページをごらんください。市有林についてでございます。 

 表右側、制限林、保安林の決算年度中の増減高は植栽に伴ったもので、直営林の

造林が０.２２ヘクタール減少、それと雑木では０.２２ヘクタール増加をしており
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ます。 

 下段の有価証券につきましては、増減はございませんでした。 

 ４１８、１９ページをごらんください。出資による権利でございます。 

 区分の決算年度中、増減高の上から７段目、全国遠洋沖合漁業信用基金協会出資

金が８０万円の増加で３,２４０万円となっております。これによりまして、決算

年度末の現在の出資金等の合計は、１億６,０７７万１,０００円となっております。 

 ４２０ページ、４２１ページをごらんください。 

 ２の物品でございますが、小型乗用自動車、小型特殊自動車がそれぞれ１台増と

なっております。小型貨物自動車、軽貨物自動車、原動機付自転車がそれぞれ１台

ずつ減、普通特殊自動車が２台減となりました。このことから、決算年度末の現在

高は３台減で車両が１１４台、それと和船が１隻となります。この和船１隻は、水

産農林課が管理をする船でございます。 

 続きまして、３の債権、奨学資金貸付金が９４１万円減少し、決算年度末現在額

が３,２９１万５,０００円、市民税特別徴収翌年度徴収金が３０４万円の増加で８,

７３６万円となりました。これにより、債権の決算年度末の現在額は１億２ ,０２

７万５,０００円となります。 

 ４２２、２３ページをごらんください。４の基金でございます。 

 基金の決算年度中増減高は１億７,９８８万１,０００円の減、決算年度末の現在

高は２２億５,０１６万５,０１７円となりました。 

 以上で一般会計歳入及び財産に関する調書の説明とさせていただきます。 

○南委員長  あわせて歳出もお願いします。 

○佐野会計管理者兼会計課長  それでは、最後、続きまして、議案第５８号、平

成２９年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定の中で、会計課の歳出に係る部分を

御説明させていただきます。 

 まず、会計課の事務事業としましては、飛ばさせていただいて、決算書に戻って

いただいて、８４、８５ページを見ていただきます。 

 一般会計歳出２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、予算現額６億７,

９８２万９,０００円に対しまして、支出済額が６億７,１６５万４７円、不用額が

８１７万８,９５３円でございます。 

 この一般管理費につきましては、複数の課にまたがっておりますので、会計課の

歳出分のみを資料としてまとめました。これに基づきまして説明をさせていただき

ます。会計課の資料４ページということで通知をさせていただきました。よろしく
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お願いします。 

 資料４でございますが、表内の括弧書きにつきましては、全ての所属の総額を、

記載しております。 

 ２款の総務費における会計課分の支出済額合計は１３２万５,９７７円でござい

ます。会計事務及び庁内事務経費ということでございます。 

 節別に詳細を申し上げます。 

 まず、１１節需用費でございます。決算書では８６、８７ページの部分に当たり

ますが、１１節需用費９４万４,９１２円支出をしております。内訳としましては、

消耗品費では、決算書関連の消耗品、そしてコピー用紙代ということでございます。

２８万５,７３４円、そして、印刷製本費では、市役所共用の封筒の印刷製本費等

で６５万９,１７８円の支出でございます。 

 次に、１２節役務費でございます、決算書では８６ページから９１ページの部分

になりますが、１２節役務費２８万１,２１８円支出でございます。内訳としまし

ては、通信運搬費では、口座振込の通知等の切手代２３万８,１９７円、保険料で

は、全国市長会の公金総合保険保険料４万３,０２１円の支出でございます。 

 次に、１４節使用料及び賃借料でございます。決算書では９２ページから９７ペ

ージの部分でございます。 

 １４節使用料及び賃借料は、複合機使用料４万９,４８７円でございます。 

 次に、１８節の備品購入費、決算書では９６、９７ページの部分でございます。 

 １８節備品購入費では、職員用の椅子を３脚購入しておりまして、４万５,３６

０円を支出しております。 

 次に、１９節の負担金補助及び交付金でございます。決算書のほうでは９６、９

７ページになる部分です。 

 １９節の負担金補助及び交付金は、県下１４市の会計管理者で組織する三重県都

市会計管理者協議会負担金として５,０００円を支出しております。 

 一般管理費につきましては、以上でございます。 

 そして、次に１１款の公債費、１項公債費、２目利子、１３節の償還金利子及び

割引料でございます。決算書では３３４ページ、３５ページということでございま

す。 

 こちらは、総予算現額が８,１７５万７,０００円に対しまして、総支出済額が８,

０９３万４,９２１円、総翌年度繰越額がゼロ円で、不用額が８２万２,０７９円で

ございます。そのうち会計課に当たるものとして、予算現額８２万２,０００円に
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対しまして支出はゼロ円でございました。不用額８２万２,０００円は、一時借り

入れの際の支払利息の未執行の分ということでございます。２９年度におきまして、

一時借り入れは行いませんでした。 

 会計課の決算につきましては以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○南委員長  会計課の説明は以上でございます。 

 御質疑のある方は御発言をお願いいたします。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  別段ないようですので、会計課の審査を終わります。 

 次に、総務、お願いいたします。 

 ありがとうございました。 

 ５分間休憩いたします。 

（休憩 午前１１時１９分） 

 

（再開 午前１１時３０分） 

○南委員長  それでは、休憩前に引き続き委員会を続行いたします。 

 では、総務課長のほうから付託された議案の決算の説明をお願いいたします。 

○下村総務課長  それでは、議案第５８号、平成２９年度尾鷲市一般会計歳入歳

出決算の認定についてのうち、総務課関係分について、平成２９年度尾鷲市一般会

計歳入歳出決算書のほか、行政常任委員会資料、主要施策の成果及び実績報告書並

びに尾鷲市監査委員から提出されております平成２９年度尾鷲市一般会計歳入歳出

決算審査意見書等に基づき御説明いたします。 

 歳入については、既に会計管理者から御説明申し上げましたので、歳出について

御説明いたします。 

 まず、人件費については一括して御説明いたします。 

 人件費は、決算書においてそれぞれの科目に計上されており、多岐にわたってお

りますので、尾鷲市監査委員から提出されています平成２９年度尾鷲市一般会計各

特別会計歳入歳出決算審査意見書をもって御説明させていただきます。 

 意見書の５４、５５ページをお願いします。 

 これは平成２９年度節別決算額集計表であります。この集計表の中で１節報酬か

ら４節共済費までについて御説明いたします。 

 ５７ページをごらん願います。 

 １節から４節までの人件費の決算額合計は１４億８,８１２万２,２２１円で、平
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成２９年度決算額合計額９９億２,４２９万８,７８２円の１４.９９％を占めてお

り、前年度比較で５,６２１万５,２８９円の減額となっています。 

 １節報酬、平成２９年度決算額合計は８,３８５万７,０６３円で、対前年度増減

率は２.６％の減額であります。減額の主な要因は、市議１名の任期途中での辞職

に伴う議員報酬の減額及び総務費にあっては、平成２８年度は経済センサス活動調

査の実施に伴い、指導員、調査員報酬があったものであります。 

 次に、２節給料、決算額６億６,５１１万５,８１１円で、対前年度増減率は０.

８％の減額でありますが、これは人事院勧告でのアップ分はあるものの、副市長の

不在期間の給料の減額及び退職者と新規採用職員との給料の差額、教育費において

は、退職者不補充が主な要因となっております。 

 ３節職員手当等、決算額４億６,９４５万１,７９８円で、対前年度増減率は９.

５％の減額となりました。給料同様、副市長の不在期間の手当の減額及び定年退職

者と新規採用職員の差額、退職手当の減額が主な要因であります。２８年度退職金

の支払いは１０名でありましたが、平成２９年度退職者は４名で、退職金で約５,

６３０万円の差額が出ました。 

 ４節共済費、決算額２億６,９６９万７,５４９円で、対前年度増減率は０.５％

の増額となっております。共済費の増額につきましては、追加費用の負担割合の引

き上げによる増額であります。 

 この給料、職員手当、共済費の給与費等の推移につきましては、別紙で決算参考

資料に記載されている平成２２年度と比較しますと、職員数で１８名の減、給与費

等は１億４,９１７万３,０００円の減額となっています。 

 続きまして、７節賃金をごらん願います。 

 平成２９年度決算額合計２億４,２９６万８,１６４円で、対前年度増減率はマイ

ナス４.７％で１,２０３万７,５５２円の減額となっております。これは、地域お

こし協力隊の賃金を報償費支出に改めたこと、途中退職の補充ができなかったこと

によるものであります。 

 ただ、教育費につきましては、前年度と比較して２０２万６,７３０円の増とな

っていますが、これは定年退職となった養護教諭の代替を臨時職員として雇用した

ことと、平成２８年度は前年度途中の雇用でありましたが、２９年度は１２カ月分

の支給となったものであります。 

 また、賃金等の推移につきましても、同じく決算参考資料に記載されていますが、

平成２１年度と比較しますと、７,８１５万４,０００円の増額となっています。こ
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れは、国の緊急雇用対策事業等による増額、近年では臨時福祉給付金事業や地域お

こし協力隊の雇用、定年を迎えた用務員さんを臨時職員に切りかえたことが要因と

なっております。 

 なお、人件費のうち、議員報酬、臨時職員の共済費等を除く職員人件費につきま

しては行政常任委員会資料の１ページに、特別会計を含む賃金につきましては２ペ

ージに款別に記載していますので、御参照願います。 

 次に、職員手当等の時間外手当について御説明いたします。 

 別冊の尾鷲市一般会計歳入歳出決算主要説明書の５３、５４ページをごらん願い

ます。 

 職員手当等の明細書で款別費目別に記載しておりますが、５３ページの右から２

番目の時間外手当の欄をごらん願います。 

 １款議会費から９款教育費までの一般会計時間外手当合計額は３,８０６万４,５

０７円で、前年度と比較しますと３２２万８１２円の増額となっておりますが、こ

れは市長、市議のダブル選挙のほか、１０月に衆議院議員選挙があったことによる

増額が主な要因となっております。 

 それでは、職員人件費以外の歳出について御説明いたします。 

 決算書の８４、８５ページをごらん願います。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、予算現額６億７,９８２万９,０

００円に対し、支出済額は６億７,１６５万４７円、不用額は８１７万８,９５３円

となります。 

 １目の一般管理費については、総務課以外に政策調整課、会計課、財政課の予算

も混在しておりますので、行政常任委員会資料にて御説明いたします。 

 資料の３ページをごらん願います。 

 この明細書は、上段の括弧書きは決算書に記載の額で、下段は総務課に係る決算

額であります。職員人件費以外の総務課支出分といたしましては、１節の報酬１０

万円の支出は情報公開・個人情報保護審査会委員報酬であります。不用額９万円に

つきましては、いじめ問題調査委員会に関する事案がなく、委員会の委員報酬が不

執行となったものであります。 

 次に、７節賃金７,８２９万８,０３９円の支出は、２項徴税費、４項選挙費、５

項統計調査費を除く４７名分の臨時職員賃金であります。 

 ８節報償費５０万円の支出は、職員採用試験時の外部面接官及び顧問弁護士費用

であります。 
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 ９節旅費４７万６,４００円の支出は、派遣職員の帰還に伴う特別旅費及び職員

研修参加旅費が主なものであります。予算現額に対し２１.３％となる不用額は、

いじめ問題調査委員会に関する事案がなく、委員会の委員出席旅費が不執行となっ

たものであります。 

 １１節需用費１,６３６万７,１９０円の支出は、書籍条規類集等追録代、蛍光灯、

トイレットペーパー等の消耗品費が１９８万７,１５８円、公用車ガソリン代等の

燃料費が３７６万８,４７９円、給与明細書印刷代が１５万８,７６０円、庁舎電気

水道代が８７２万３,５９７円、公用車広告看板等の修繕料が６８万３,１９２円、

空調、照明、給排水等の庁舎修繕料及び課名変更に伴う看板書きかえ、高圧コンデ

ンサー取りかえ修繕料が１０４万６,００４円となっています。不用額４９万２,８

１０円につきましては、電気料金のほか公用車及び庁舎修繕料が見込みを下回った

もので、予算現額に対し不用額は２.９２％となっております。 

 次のページ、１２節役務費６５９万３,８４１円の支出は、郵便、電話料ほか、

保険料及び広告料、その他手数料では、浄化槽保守点検、清掃手数料が主な支出で

あります。 

 １３節委託料７,５１３万６,２５０円の支出は、条規類集追録加除、職員採用試

験、健康診断委託料及び公用車管理、人事給与文書管理システム保守ほか、庁舎警

備、清掃業務委託料が主な支出となっています。 

 １４節使用料及び賃借料３,０３６万３,３３８円の支出は、インターネット回線

使用料及びコンピューター機器各種システム借上料支出が主なもので、詳細は役務

費及び委託料同様、決算書備考欄に掲載されております。 

 次に、１５節工事請負費６１万５,６００円の支出は、管財検査係の空調機更新

工事請負費であります。 

 １８節備品購入費７３８万８,３８８円の支出は、メールシーラー、メールシー

ラーというのは圧着機のことで、税務課や福祉のいわゆるプライバシー保護のため、

給与明細等も全部はがきを封印する圧着機のことでございます。その他、紙折り機、

カラー印刷機、公用車１台の更新が主なものであります。 

 １９節負担金補助及び交付金２４７万２,９３６円は、職員研修参加負担金、税

番号制度に係る中間サーバー利用者負担金、三重県セキュリティークラウド負担金

支出であります。 

 それでは、決算書に戻っていただき、決算書の１１０、１１１ページをごらん願

います。 
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 ８目公平委員会費、予算現額９万８,０００円に対し、支出済額は９万６,９４０

円で、不用額は１,０６０円となります。主な支出は委員３名の報酬のほか、沼津

市で開催された東海支部総会出席旅費のほか全国公平委員会東海支部及び県連合会

負担金支出となっています。 

 続きまして、１２２、１２３ページをごらん願います。 

 １４目諸費ですが、次のページの１９節負担金補助及び交付金１８９万６,００

０円の支出のうち、総務課分の支出といたしましては、三重県社会保険協会費、安

全運転管理協議会費、安全運転管理者講習会会費、紀北自家用車協会費、次のペー

ジの自治研修センター年会費、平和首長会議納付金の計８万７,０００円でありま

す。 

 続きまして、１３６、１３７ページをごらん願います。 

 ４項選挙費、１目選挙管理委員会費、予算現額１０８万６,０００円に対し、支

出済額は１０７万４,６７３円で、１万１,３２７円の不用額を生じております。主

な支出といたしましては、委員４名に対する１節報酬が６３万８,０００円、９節

旅費９万４,９００円は選挙管理委員会東海支部総会出席旅費であります。１１節

需用費１８万４,３５９円は書籍購入追録代のほか事務消耗品代であります。 

 １２節役務費２万２,９１４円、次のページの１９節負担金補助及び交付金１３

万４,５００円につきましては、それぞれ備考欄のとおりであります。 

 次に、２目市長選挙費、予算現額３８７万１,０００円に対し、支出済額は３８

６万６,８７２円で、４,１２８円の不用額を生じております。平成２９年６月１１

日執行の尾鷲市長選挙に係る経費で、主な支出は、１節報酬２万６,４００円は開

票立会人報酬であります。 

 ８節報償費１万８００円は、ポスター掲示板設置に対する謝礼、１１節需用費７

８万２,５０４円の支出は選挙用表示物、事務消耗品代、投票用紙等印刷代であり

ます。 

 １２節役務費１万４,３５０円、次のページの１３節委託料９２万８,８００円、

それぞれ備考欄のとおりであります。 

 １９節負担金補助及び交付金２１０万４,０１８円につきましては、選挙運動用

のはがき、自動車使用、ポスター、ビラ作成交付金であります。 

 次に、３目市議会議員選挙費、予算現額２,２４４万２,０００円に対し、支出済

額は２,２４３万５７７円で、１万１,４２３円の不用額を生じています。市長選挙

と同日に執行された市議会議員選挙に係る経費で、主な支出は、１節報酬８９万１,
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２００円は期日前選挙当日の投票立会人に対する報酬であります。 

 ３節職員手当等３９２万３,９７６円は、投開票に従事した職員の時間外勤務手

当が主なものであります。 

 その他事務経費といたしましては、７節賃金２１万１,４７８円、８節報償費９

万７,２００円、１１節需用費１４０万６,０５６円、１２節役務費１８３万１,９

６２円、次のページの１３節委託料３０２万４,０００円、１４節使用料及び賃借

料１６万８,０４８円、それぞれ備考欄のとおりであります。 

 １９節負担金補助及び交付金１,０８７万６,６５７円につきましては、選挙運動

用のはがき、自動車使用、ポスター作成交付金であります。 

 次のページの４目衆議院総選挙費、予算現額１,１０１万４,０００円に対し、１,

１００万６,８１８円の支出で７,１８２円の不用額を生じています。衆議院の解散

に伴い平成２９年１０月２２日に執行された第４８回衆議院議員総選挙に係る経費

で、主な支出は、１節報酬１００万６,５００円は期日前、選挙当日の投票立会人

等に対する報酬であります。 

 ３節職員手当等３９２万９,８８４円は、投開票に従事した職員の時間外勤務手

当が主なものであります。 

 その他事務経費といたしまして、７節賃金２９万８,９２２円、８節報償費７万

９,９２０円、１１節需用費１５２万４,０４８円、１２節役務費１７７万１,９７

６円、１３節委託料６４万８,０００円、１４節使用料及び賃借料７７万５,５６８

円、次のページにまたがりますが、それぞれ備考欄のとおりであります。 

 １８節備品購入費９７万２,０００円につきましては、計数機２台を新たに購入

したものであります。 

 なお、選挙費につきましては、行政常任委員会資料の１１ページ以降に詳細を記

載しておりますので、御参照願います。 

 以上で平成２９年度総務課に係る決算説明を終わらせていただきます。 

 また、総務課における平成２９年度の主要施策といたしましては、職員研修事業、

情報化推進事業及び庁舎管理事業を挙げており、実績報告書の１８から２１ページ、

また委員会資料の９ページ以降には、情報公開審査会等の委員名簿、情報公開開示

件数のほか決算額の明細を、最終ページには、平成２９年度に専決処分となった損

害賠償の額の決定を記載させていただいておりますので、御参照願います。 

 以上でございます。 

○南委員長  ありがとうございます。 
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 総務課の付託議案の決算の説明をいただきました。 

 ただいまの説明に御意見のある方は御発言をお願いいたします。 

 よろしいですか。総務課のただいまの説明、決算について、よろしいですね。 

○奥田委員  ささいなことなんですけど、わかったら教えてほしいんですけど、

予算書の１３９と１４１のところで、４項の選挙費かな。これ、１４節の使用料及

び賃借料１３９も１４１ページもゼロでしょう。これはこういう書き方なんですか。 

○下村総務課長  当初予算書を見てみますと、１４節が３７万６,０００円の当初

予算を上げておるんですけど、これは流用か何かでしたのかなと思うんですがね。 

○南委員長  詳しい話はまた後ほどでもお願いいたします。 

 他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  それでは、ないようですので、総務課の審査を終了させていただき

ます。 

 ありがとうございました。御苦労さまでした。 

 ここで昼食のため休憩をいたします。午後は１時から行います。よろしくお願い

いたします。 

（休憩 午前１１時５１分） 

 

（再開 午後 ０時５９分） 

○南委員長  休憩前に引き続き委員会を続行いたします。 

 次に、議会事務局から付託案件の説明を求めます。 

○岩本議会事務局長  それでは、議案第５８号、平成２９年度尾鷲市一般会計歳

入歳出決算の認定についてのうち、議会費に係る決算について御説明を申し上げま

す。 

 決算書の８０、８１ページをごらんください。 

 歳出１款１項１目議会費でございますけれども、予算現額１億２,３１３万円に

対し支出済額は１億１,６３５万７,４５６円、不用額は６７７万２,５４４円でご

ざいます。 

 なお、議会費の２９年度の執行率は９４.４％、また、一般会計における構成比

は１.２％となっております。 

 それでは、節ごとに主なものを御説明させていただきます。 

 １節報酬、支出済額は５,０４９万９,６３２円で、これは議員１３名分の報酬で
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ございます。 

 ２節給料は１,２４４万４００円で、事務局職員３名分の給料でございます。 

 ３節職員手当等は２,１８６万７,３５５円で、事務局職員の各種手当及び議員期

末手当でございます。なお、１節報酬及び３節職員手当等の不用額につきましては、

昨年３月をもって議員１名が退職されたことにより２９年４月から６月の途中まで

の報酬が不要となったこと、また、同様に６月分の賞与が不要となったことが主な

理由でございます。 

 ４節共済費は２,２３４万７,０８７円で、議員及び事務局職員それぞれの共済組

合負担金でございます。不用額につきましては、この議員共済組合負担金につきま

しては４月１日時点の議員数で算定されますけれども、平成２９年度については１

名減の１２名での算定となったため、その分が不要となったものでございます。 

 ８節報償費８万円は熊野市議会との合同研修会に係る全国議長会講師に対する東

京からの旅費相当分を含む謝礼でございます。 

 ９節旅費は１４５万５,２４０円で、そのうち各委員会の管外行政視察で９１万

３,０８０円、そのほか議長会関係の各種会議出席旅費等でございます。不用額に

つきましては主に管外行政視察旅費の残額でございます。 

 １０節交際費は１８万７７５円で、慶弔費のほか市内各所で開催されたイベント

等への御祝儀ほかでございます。 

 １１節需用費は１３９万８,３３５円で、主なものは消耗品費で１２６万６,０９

５円、これは法令集等の追録加除、新聞購読料、コピー用紙代等でございます。 

 次に、１２節役務費は２５万５２１円で、郵送料等の通信運搬費及び地元新聞等

への各種広告料、また、８３ページになりますが、改選に係る議場等の名札書換手

数料でございます。 

 １３節委託料は１３３万２,５０４円で、会議録反訳に係る委託料及び隔年で実

施しております議場のマイク設備の点検委託料でございます。 

 １４節使用料及び賃借料は３０８万５,１２７円で、主なものとして２段目の回

線使用料１５４万１,３３４円はセルラータイプのタブレットの通信料として１０

３万５,８９４円と議会中継用のインターネット回線使用料が５０万５,４４０円で

ございます。ほか、ペーパーレス会議システム、サイドブックスの利用料が９７万

２,０００円及び管外行政視察におけるバス借上料が５１万１,９２０円でございま

す。 

 １９節負担金、補助及び交付金は１４２万４８０円で、負担金としましては全国
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市議会議長会負担金３０万６,０００円以下、８５ページの中南勢都市議会議長会

負担金まで備考欄に記載のとおりでございます。また、補助金につきましては政務

活動費で８９万７,０２０円でございまして、予算額１３名分で計１９５万円に対

しまして執行率は約４６％でございました。 

 以上が議会費の決算の説明でございます。よろしくお願いいたします。 

○南委員長  議会費について御質疑のある方は御発言をお願いいたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  ないようですので、議会の審査を終わります。 

 引き続き、監査事務局、お願いいたします。 

 それでは、監査事務局のほうから議案第５８号の決算の認定の説明を求めます。 

○仲監査委員事務局長  監査委員事務局です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第５８号、平成２９年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につ

いてのうち、監査委員事務局に係る決算について御説明させていただきます。 

 初めに、監査委員事務局の職員体制についてでありますけれども、識見監査委員、

議選監査委員の補助を行うため、事務局職員２名が従事しております。 

 監査委員の指揮のもと、定期監査、例月出納検査、決算審査等の経常的監査のほ

か、住民監査請求に基づく監査時において調査、確認、検証作業などの実務を携わ

っております。 

 それでは、まず、主要施策の成果及び実績報告書の３４ページをごらんください。 

 平成２９年度の主な事業内容といたしましては、平成２９年４月から３０年２月

にかけ所管する行政委員会を含む各課、各地区センター、学校、コミュニティーセ

ンター、指定管理者、財政援助団体など、合計４４カ所に対する定期監査を実施い

たしました。 

 例月出納検査といたしましては、毎月１回一般会計、特別会計並びに病院、水道

の公営企業会計における支出命令書、支出調書ほか、関係諸帳簿の係数確認と現金

保管状況及び基金運用状況等の確認作業を行いました。 

 また、５月から８月の半ばにかけては各会計の決算審査、並びに財政健全化及び

経営健全化審査を実施し、公営企業会計の審査の概要につきましては７月の第２回

定例会において一般会計、特別会計の審査の概要につきましては９月の定例会にお

いて代表監査委員より御報告させていただいております。 

 平成２９年度の監査委員事務局に係る職員人件費を除く監査事務費の決算額は２

４８万６,０００円で全て一般財源となっております。 
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 それでは、平成２９年度尾鷲市一般会計、特別会計歳入歳出決算書の１４８ペー

ジと次ページの１４９ページをごらんください。 

 ２款総務費、６項監査委員費、１目監査委員費の予算現額は１,７１８万６,００

０円で、支出済額は１,７００万１,７５２円、不用額は１８万４,２４８円となっ

ております。 

 １節報酬、支出済額１７５万２,９６６円は、監査委員２名分の委員報酬となり

ます。 

 ２節給料から４節共済費につきましては、事務局職員２名分の人件費であります。 

 ８節報償費につきましては、住民監査請求時における弁護士相談料６万５,００

０円を予算計上しておりましたが、本年度は住民監査請求がなかったため支出はご

ざいませんでした。 

 ９節旅費の支出済額２０万７,７２０円は、三重県都市監査委員会総会・研修会

で東海地区都市監査委員会総会・研修会、東海・近畿・北陸三地区共済都市監査事

務研修会及び三重県市町総合事務組合主催の監査委員研修会への参加のための旅費

であります。 

 １１節需用費、支出済額４７万７,０１０円は、地方監査実務提要など、書籍の

追録、加除代、逐条地方自治法改訂版などの書籍購入費及び事務用品購入等の消耗

品費でございます。 

 次の１２節役務費につきましては、弁護士相談等に係る郵送料といったものを想

定しておりましたけれども使用いたしませんでした。 

 １８節備品購入費の支出済額２万１,６００円は、加除式書籍である地方自治法

質疑応答集を購入いたしました。 

 最後に１９節負担金、補助及び交付金、支出済額２万６,４００円は、１４９ペ

ージと１５１ページの備考欄にかけて記載のとおり三地区共済事務研修会負担金、

三重県東海地区全国の各都市監査委員会の会費、東海地区総会研修会の参加負担金

であります。 

 以上で監査委員費についての決算の説明を終わらせていただきます。よろしく御

審議賜りますようお願いします。 

○南委員長  ありがとうございます。 

 ただいまの監査からのあれで御質疑のある方はありますか。 

○楠委員  監査事務局の方にお聞きしたいんですけど、備品購入費がありますよ

ね。今、書籍加除式の購入をしたけど備品という概念の考え方というのは、監査事
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務局としての意見をお聞きしたいんですけど。 

○仲監査委員事務局長  現在会計課を通じて、市の基準としてはいわゆる……。

金額は忘れたんですが、その金額以下のものであれば、例えばハード的なものであ

っても消耗品扱いしていいのではないかという一定の基準はあるんですが、それと

は別に加除式の書籍の場合はあくまでずっと保存して、それで中身を加除していく、

きちっと備品管理して置いておくべきであるという考えのもとから備品登録のほう

をしております。 

○南委員長  よろしいですか。 

 他にございませんか。 

○野田委員  この主要施策の成果及び実績報告書の中なので教えていただきたい

んですけれども、これは定期監査の部分はルーチンとしてやっていくような感じな

んですか。 

 何月はどこどこへ行くとかという、このコミュニティーセンター１０カ所とかい

ろいろ書いてあるんですけれども。 

○仲監査委員事務局長  おっしゃられるとおり一応年間のスケジュールを決めて、

大体この９月の定例会前ぐらいまでには各課、それ以降、この議会が終わりました

ら外、コミュニティとか、学校とか、財政援助団体、指定管理者あたりを毎年回っ

ております。 

○野田委員  これって規定みたいなのって書いたりするの。決まったあれでやっ

ているんですか。 

○仲監査委員事務局長  一応毎年、その年度の監査実施要領というものを組みま

して、一応はそれに基づいてやっていくんですけれども、一応この４４カ所という

のは例年ずーっと続けてやっております。 

○南委員長  よろしいですか。 

 他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  じゃ、ないようですので監査事務局の審査を終わります。ありがと

うございました。 

 引き続き、政策調整。 

（休憩 午後 １時１３分） 

 

（再開 午後 １時１４分） 
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○南委員長  幕間を利用して、奥田委員さんからの総務課に対する質疑に対して

答弁をお願いいたします。 

○下村総務課長  会計課のほうに確認しましたところ、当初予算なり補正予算で

一度予算がついて、その後、流用や減額補正でゼロになったとしても、それはそれ

で残るということで、今回、総務課の場合は選挙費用の関係でございましたので、

執行額が確定しておるということで、５号補正で全額減額させていただいたという

経緯になっております。 

○南委員長  ５号補正って何月やった。 

○下村総務課長  ３月だったと。 

○南委員長  奥田委員、よろしいですか。 

○奥田委員  私も２９年度当初予算書を見たんですけど、１３９ページ、選挙管

理委員会費に当たるところの１４節使用料及び賃借料が当初予算は５,０００円上

がっておるんですよね。これが複合機の使用料。 

 それから、２目の市長選挙費のところの１４節使用料及び賃借料は３７万６,０

００円、これは個人演説会の会場借上料だな、３７万。これ、両方ともこれゼロで

したな。 

○下村総務課長  事務局費の５,０００円につきましては、１１節の需用費追録経

費に不足が生じたということで流用いたしました。 

 また、市長選挙費の使用料につきましては、会場借り上げがなかったということ

で５号補正にて全額減額補正したということであります。 

○南委員長  ありがとうございました。 

 引き続き、政策調整課、お願いいたします。 

 よろしいですか。それでは、付託案件の説明を求めます。 

○大和政策調整課長  それでは、政策調整課です。よろしくお願いいたします。 

 まず、議案第５８号、平成２９年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定について

のうち、政策調整課に係る決算状況について歳入歳出決算書及び当課資料、その都

度、主要施策の成果及び実績報告書で説明いたします。 

 歳入につきましては会計管理者より説明いたしましたので、歳出について御説明

いたします。 

 決算書のほう、通知させていただきます。 

 決算書では８４ページからの２款総務費、１項総務管理費のうち、１目一般管理

費につきましては複数の課にまたがっていることから、当課に係る部分を資料にま
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とめさせていただきました。 

 資料は一般管理費に加え、２目文書広報費、５目企画費、１０目男女共同参画費、

５項統計調査費の１目統計調査総務費、２目指定統計調査費につきましても同様に

まとめておりますので、これらの資料をもとに説明させていただきます。 

 なお、本年度から総務課より事務移管されました行財政改革推進事業につきまし

ては、行財政改革推進委員会に関する事案がなく不執行となったことから、報酬、

旅費、需用費、役務費で９万８,０００円が不用額としてこの表に載っております。 

 また、ふるさと納税事務事業につきましては、別途資料にまとめさせております

ので後ほど説明させていただきます。 

 ここでは秘書事務経費について説明させていただきます。 

 それでは、資料９ページから１０ページをごらんください。通知いたします。 

 総務費のうち一般管理費でございます。 

 上段括弧書きが一般管理費全体、その下が政策調整課に係る分でございます。 

 予算額は５,５６１万円に対し支出済額が５,０６８万６,８３３円で、不用額は

４９２万３,１６７円となっており、不用額の主な内容は８節報償費の３５９万８,

１２５円はふるさと納税の返礼品費に係るもの、９節旅費９２万２,２７０円のう

ち、７９万２,６７０円と１０節交際費２７万４,７８９円はともに当初の見込みよ

り執行が少なかったものによるものでございます。 

 節における支出済額の主なものは９節旅費が１４６万３,３３０円、１０節交際

費が５２万５,２１１円は市長用の事務経費でございます。 

 １１節需用費の支出済額は、１９万２,１７４円で、内訳は市長、副市長に係る

経費及び秘書関連の消耗品等が主なものでございます。 

 １９節負担金、補助及び交付金の支出済額のうち、７１万５,０００円は三重県

市長会関係の負担金でございます。ここで関連する事業内容を主要施策の成果及び

実績報告書、また、当課資料により担当より説明いたします。 

○西村政策調整課主幹兼係長  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の２１

ページをごらんください。 

 今年度より税務課から政策調整課へ所管がえとなりましたふるさと納税事業につ

きまして説明いたします。 

 事業の内容と成果としましては、インターネットを通じたふるさと納税ＰＲ、三

重県南部１３市町の連携によるふるさと納税南部まるごと発信事業によるＰＲ等を

行うことにより平成２９年度ふるさと納税寄附件数４,５１１件、寄附金額９,１３
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３万９,１１１円となりました。 

 事業費決算額４,８０９万１,０００円、財源内訳は全て一般財源でございます。 

 以上でございます。 

 続きまして、資料３、平成２９年度ふるさと納税事業について１３ページから１

８ページにて説明させていただきます。委員会資料１３ページをごらんください。 

 平成２９年度ふるさと納税事業に係る支出済額表をごらんください。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、予算現額５,１７４万８,０００

円のうち、４,８０９万１,０２３円がふるさと納税事業に係る支出済額となります

ので、次の表をごらんください。 

 ８節報償費の支出済額４,４８０万３,８７５円につきましては、ふるさと納税返

礼品費となります。この報償費内訳としましては、返礼品代や発送代等、返礼品に

関連する経費が含まれております。また、不用額３５９万８,１２５円につきまし

ては、ふるさと納税寄附金額に対しての返礼品費となりますので、予算に不足が生

じないよう計上した結果となっております。 

 ９節旅費、支出済額２０万８,８００円につきましては、ＰＲ事業等での出張旅

費が主なものとなっております。 

 １１節需用費の支出済額１６万９１９円につきましては、事務用品の消耗品費や

返礼品等ＰＲ用チラシの印刷費であります。 

 １２節役務費の支出済額２２２万９,４０１円で、内訳としましては、ふるさと

納税をしていただいた方への納税証明書の発行等に係る通信運搬費７２万１ ,８９

０円やＰＲ用広告料６６万３,０３２円、ふるさと納税ポータルサイト代理納付手

数料８４万４,４７９円となります。 

 １４節使用料及び賃借料の支出済額３３万３,０２８円につきましては、ふるさ

と納税システムのサーバー使用料が主なものとなります。 

 １９節負担金、補助及び交付金の支出済額３５万５,０００円につきましては、

ふるさと納税南部まるごと発信事業負担金であります。 

 続きまして、委員会資料１４ページをごらんください。 

 こちらは平成２９年度のふるさと納税事業に係る活動実績の一覧になります。 

 主だったものだけ説明させていただきます。 

 平成２９年４月には新たな返礼品パンフレットの作成を行いました。ＰＲイベン

トにつきましては７月、１０月に東京において三重県南部１３市町連携によるふる

さと納税大感謝祭やふるさと三重テラスＰＲイベントに参加し、特産品の試食会な
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どのＰＲ活動を行いました。 

 三重県南部１３市町での共同イベントとして三重県南部にふるさと納税をしてい

ただいた寄附者に対し三重県南部地域に招待し体験ツアーを開催しました。 

 さらに８月には前年度寄附された方を対象におわせ港まつりへ招待する感謝企画

を実施したところ６０組１９６人の方に来ていただくことができました。 

 また、年間を通して返礼品の追加も行いました。 

 ふるさと納税の寄附金額の推移、寄附金額別内訳、寄附者地域別内訳、返礼品件

数上位１０品、アンケート内訳につきましては、委員会資料１６ページから１８ペ

ージをごらんください。 

 今後につきましても、より魅力ある返礼品の追加を図るとともに、南部地域と連

携しながら本市に寄附していただけるよう努めていきたいと考えております。 

 以上がふるさと納税事業に係る歳出となります。 

○大和政策調整課長  次に、資料で１０ページの２目文書交付費でございます。

通知いたします。 

 決算書では９６ページから９９ページとなっております。 

 ２目文書広報費予算現額が１,２７６万５,０００円、支出済額が１,２６１万３,

２７７円で、不用額は１５万１,７２３円となっております。 

 支出の内訳は１１節需用費６３２万３,０７６円で、主なものは広報おわせの印

刷費５８６万４４８円でございます。 

 次に、１２節役務費ですが、４９０万７,８４２円で、主に広報配布手数料が４

７３万７,４４０円でございます。 

 １４節使用料及び賃借料の支出済額は１３４万３,３５９円で、主にホームペー

ジに係るクラウドシステム利用料１２７万８０円でございます。 

 １９節負担金、補助及び交付金につきましては、前年同様の３万９,０００円で、

各研究会、協議会の負担金でございます。ここで関連する事業内容を主要施策の実

績報告書により担当から説明させていただきます。 

○中川政策調整課係長  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の２２ページ

をごらんください。 

 広報等発行事業でございますが、事業の内容と成果としましては、広報おわせの

発行とホームページによる情報発信業務のほか、行政放送を１日３回、９時３０分、

１２時３０分、１８時３０分、定期的に実施しイベントのお知らせや申請、申告等

の行政手続を中心に情報発信を行いました。 
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 事業費決算額は１,２６１万３,０００円で、財源内訳はその他特定財源として総

務費雑入のうち広告事業収入９万円、一般財源が１,２５２万３,０００円でござい

ます。 

 以上でございます。 

○大和政策調整課長  次に、５目の企画費でございます。資料では１０ページか

ら１１ページにわたっております。通知させていただきます。 

 決算書では１０２ページから１０９ページでございます。 

 この企画費には予算細目上、企画振興事業、交通体系関係事務経費、広域事務経

費、国際交流事業、総合計画振興管理事業、人づくり支援事業、定住移住促進事業、

地域おこし協力隊事業が含まれております。 

 予算現額が１億５８４万９,０００円、支出済額が９,６８６万１,６６１円で、

不用額は８９８万７,３３９円となっております。 

 節における支出済額につきましては、８節報償費は１２名分の地域おこし協力隊

の活動報償費２,０２１万７,６００円が主なものでございます。 

 次に、９節旅費の支出済額につきましては、１１３万２,８８０円で、不用額が

６７万５,１２０円でございます。不用額の主な内容は定住移住相談会やフェアへ

の参加職員数を減らしたことにより２４万３,２００円、また、地域おこし協力隊

の採用４名がスムーズに決まったことにより３０万４,１００円の不用額が生じた

ものでございます。 

 １１節需用費の支出済額につきましては、５６万３,１９４円で、不用額は４９

万９,８０６円でございます。 

 主な内容は地域おこし協力隊活動用の消耗品費、燃料代、光熱水費でございます。

不用額の主なものは地域おこし協力隊活動消耗品費等の残及び交通体系に係るふれ

あいバスの修繕がなかったことによるものでございます。 

 資料の１１ページをごらんください。 

 次に、１２節役務費は支出済額７２万１,２７６円で、不用額が７９万３,７２４

円でございます。主な内容は地域おこし協力隊用の通信運搬費、広告料、手数料で

ございます。不用額の主なものはスムーズに採用ができたことによる地域おこし協

力隊の募集経費の残でございます。 

 次に、１３節委託料につきましては、支出済額４,６２５万８,８１８円、不用額

１１１万３,１８２円でございます。内容につきましては、主にふれあいバス運行

に係る指定管理費及び委託料でございます。なお、不用額の主なものは尾鷲市コミ
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ュニティバス指定管理料で利用料金の精算によるものでございます。 

 次に、１４節使用料及び賃借料につきましては、支出済額６０万９,６１８円、

不用額は１８万５,３８２円でございます。内容につきましては、主に複合機使用

料及び地域おこし協力隊活動用の車両リース料でございます。 

 次に、１８節備品購入費につきましては、支出済額が１３万５,５４０円、不用

額が１８万４,４６０円でございます。内容につきましては、移住体験住宅用の移

住情報提供備品としてパソコンを１台分でございます。 

 １９節の負担金、補助及び交付金につきましては、支出済額は２,７１８万９,７

３５円、不用額が５２０万７,２６５円でございます。内容につきましては、東紀

州地域振興公社負担金、第三セクター伊勢鉄道株式会社支援市町負担金とまた、地

域間幹線系統確保維持費補助金、地域おこし協力隊活動費補助金が主なものでござ

います。また、不用額につきましては、地域おこし協力隊の着任時期により活動費

の残と移住促進のための空き家リノベーション支援事業の助成申請がなかったこと

が主なものでございます。ここで関連する事業内容を主要施策の成果及び実績報告

書によりそれぞれ担当から説明させていただきます。 

○森本政策調整課長補佐兼係長  主要施策の成果及び実績報告書の２３ページを

ごらんください。 

 事業名交通体系関係事務経費です。 

 事業の内容につきましては、市内の地域公共交通について、尾鷲市地域公共交通

活性化協議会で協議するとともにふれあいバス４路線、八鬼山線、ハラソ線、尾鷲

地区、須賀利地区のバス運行を行うものであります。 

 また、地域の公共交通を維持するため、交通事業者が運営する公共交通の運行に

係る経費について支援を行いました。 

 事業の成果といたしましては、尾鷲市地域公共交通網形成計画にのっとり、平成

２９年１０月より路線とダイヤの一部を改正し、尾鷲駅を中心とするＪＲ紀勢本線

への接続強化や尾鷲地区八鬼山線及びハラソ線、それぞれの始点、終点を尾鷲駅に

集約し接続強化を行いました。 

 須賀利線におきましては、朝の１便を尾鷲総合病院への直行便として運航を開始

いたしました。 

 ふれあいバス４路線、八鬼山線、ハラソ線、尾鷲地区、須賀利地区を安全運航す

ることができたものでございます。 

 利用者、延べ人数は八鬼山線２万２,５３３人、ハラソ線１万２,２６４人、尾鷲
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地区１万８,８４４人、須賀利地区２,５３０人の合計５万６,１７１人で、前年と

比較しまして６,８８８人の減少となりました。 

 主な要因といたしましては、ダイヤ改正による市民生活への浸透が不十分である

ことが主な要因と考えられまして、この点に関しましては時間の経過により回復傾

向が見込まれるのではないかというふうに考えております。 

 今後、乗車人数の推移を見守り、次期のダイヤ改正に向けて乗客からの意見集約

などを随時行っていく考えでございます。 

 事業費は５,５６３万４,０００円で、財源内訳は国庫支出金、地域公共交通確保

維持改善事業費補助金１２１万５,０００円、一般財源５,４４１万９,０００円で

ございました。 

 以上です。 

○西村政策調整課主幹兼係長  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の２４

ページをごらんください。 

 事業の内容としましては、尾鷲高等学校の学生が生まれ育った地域を学び、地域

課題の解決策をみずから考える高校生地域人材育成事業、尾鷲高校まちいくやイン

ターンシップの受け入れ等を行いました。 

 また、三重県等が実施する定住移住フェアにも積極的に参加し、本市のＰＲを行

い、移住体験住宅を利活用しながら本市の移住促進を図り、空き家バンクの活用に

努めました。 

 成果としましては尾鷲高校まちいくを実施することにより、生徒が地域の実情、

魅力などを深く知ることにより地域の課題発見、解決するための能力、意識の醸成

を図り、１人でも多くの学生が地域の再生を担う人材に成長できることを期待でき

ると考えております。 

 また、空き家バンクの利用促進状況につきましては、平成２９年度において３７

世帯、７１名の方が空き家バンクを利用していただきました。事業費決算額２１４

万円、国庫支出金として地方創生推進交付金４５万５,０００円、県支出金として

三重県南部地域活性化事業補助金３５万７,０００円、その他特定財源として尾鷲

高校まちいく負担金１７万９,０００円、これは紀北町からの尾鷲高校まちいくの

負担金でございます。これと一般財源１１４万９,０００円となっております。 

 以上でございます。 

○南委員長  ありがとうございます。 

○西村政策調整課主幹兼係長  それでは、主要施策の実績報告書の２５ページを
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ごらんください。 

 事業の内容としましては、地域おこし協力隊を地域へ導入することにより地域の

課題などを抽出し、それに対する解決策を地域と行政とが連携を図りながら進めて

おります。 

 成果としましては、九鬼町地域おこし協力隊は食堂網干場を拠点とする食を通じ

た交流促進及び網干場の営業形態の経営体制のリニューアルを行い、集落支援と連

携した新規事業の企画運営を行いました。 

 次に、早田町地域おこし協力隊は将来的に地域の女性の雇用確保を行うため、合

同会社き・よ・りを設立し、鮮魚の通販事業だけでなく移動販売事業の事業展開を

図るため、鮮魚移動販売車を配備し津や松阪地区を中心に早田の鮮魚の販路拡大や

ＰＲに努めております。 

 次に、三木浦地域おこし協力隊はまちの方々の交流憩いの場づくりとして、閉店

した喫茶店の再生と経営、また、まちを訪れる方と地域の方々との交流促進を図り、

地域のまちづくりの活動に参画しております。 

 次に、梶賀町地域おこし協力隊は地域の干物やあぶりなど、海産物の販路拡大や

商品づくりを行い、梶賀の郷土食あぶりの直販、通販、網元ノ家をオープンし、平

成２９年４月には株式会社梶賀コーポレーションを設立、特産品の製造販売、飲食

事業を行っております。 

 最後に定住移住地域おこし協力隊は、都市部での移住相談会に積極的に参加する

ことで本市の魅力を発信し１人でも多くの方に尾鷲市を知ってもらい、定住、移住

していただけるよう努めております。 

 事業費決算額３,５６８万３,０００円、財源内訳は全て一般財源でございます。 

 以上でございます。 

○大和政策調整課長  それでは、資料の１２ページをごらんください。通知させ

ていただきます。 

 決算書では１１２ページから１１３ページでございます。 

 １０目の男女共同参画費でございます。予算現額２７万１,０００円に対し支出

済額は１６万７,９１１円、不用額は１０万３,０８９円でございます。 

 １節報酬につきましては、支出済額が７万２,６００円、不用額が５万９,４００

円で、内容につきましては、男女共同参画審議会委員の報酬２回分でございます。 

 ８節報償費につきましては、支出済額４万円で、内容につきましては、男女共同

参画セミナー講師謝礼でございます。 
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 ９節旅費につきましては、支出済額１万５８０円で、審議会委員の出席旅費及び

男女共同参画セミナーの講師の旅費でございます。 

 １９節負担金、補助及び交付金の支出済額は４万２,０１１円で、三重県内男女

共同参画連携映画祭東紀州市町負担金でございます。 

 次に、５項の統計調査費でございます。 

 決算書では１４６ページから１４７ページでございます。 

 １目統計調査費の予算現額は７７０万５,０００円、支出済額が７４５万９,４９

７円、不用額は２４万５,５０３円でございます。なお、この中には人件費が含ま

れておりますので、その分を除いて説明させていただきます。 

 １目一般統計事務経費で、１１節需用費につきましては支出済額が６万７,００

４円でございます。内容は消耗品費、統計書の印刷製本費１５０冊分でございます。 

 １２節役務費につきましては６,３４２円で、これは郵送代でございます。 

 次に、２目指定統計調査費でございます。予算現額が９７万７,０００円、支出

済額が８０万３,０００円で、不用額は１７万４,０００円でございます。 

 １節報酬の支出済額６２万６,０６５円は、住宅土地統計調査等の調査に係る指

導員１０名及び調査員１０名の報酬でございます。 

 ３節職員手当等につきましては５,１３０円で、担当職員の時間外手当を充当さ

せております。 

 １１節需用費につきましては１４万５,３３１円で、統計調査用の消耗品費でご

ざいます。 

 １２節役務費につきましては５,４７４円で、郵送代でございます。 

 ここで関連する事業内容を主要施策の成果及び実績報告により担当より説明させ

ていただきます。 

○中川政策調整課係長  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の３３ページ

をごらんください。 

 統計調査事業でございますが、事業の内容と成果として各種指定統計調査の実施

によりデータを収集し、平成２９年度版尾鷲市統計書を作成し、政策、施策の立案

のための基礎資料としております。 

 また、指定統計調査として平成２９年度は就業構造基本調査など、所管省庁より

委託を受けている統計調査を実施いたしました。 

 事業費決算額は一般統計事務経費が７万３,０００円で、財源内訳は全て一般財

源でございます。 
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 指定統計調査事業は８０万３,０００円で、財源内訳は全て県支出金の統計調査

費委託金でございます。 

 以上でございます。 

○大和政策調整課長  以上で政策調整課に係る平成２９年度決算についての説明

を終わります。 

 御審議を賜り、認定いただけますようよろしくお願いいたします。 

○南委員長  ありがとうございました。 

 政策調整課の決算にかかわる説明を全てしていただきましたが、御質疑等ある方

は。 

○濵中委員  決算書の８７ページなんですけれども、ここだけに限らずふるさと

納税の決算、いろんな項目に入っておると思うんですけれども、ことしに入って返

礼品の額なんかが総務省のほうから指摘がされていますけれども、昨年度の返礼品

の中の傾向としてはどの程度のものであったのか、今回指摘されたようなところが

越えている部分があったのかどうかというあたりをお聞かせいただけますか。 

○大和政策調整課長  この３０年４月１日に野田総務大臣のほうから通達がござ

いまして、返礼品の率を３０％以内に抑えるということがありました。 

 ですので、２９年度は多少出ておる部分もございましたが、大幅な商品について、

例えばテーブルはだめとか、そういうのは２９年度のときから指導が入っておりま

したので、徐々には下げておりましたが、率の計算上で少し３０.何％とかという

ところはありました。 

 この４月の通達以降、県のほうでも調整しながら全て県内は３０％以内の返礼品

におさまっております。 

○濵中委員  あともう一点、南部地域連携でＰＲ活動を行ったりとかやっている

と思うんですけれども、ごめんなさい、これは予算のときにも説明があったかなと

思うんですけれども、この中に含まれる市町は松阪以南全部でしたか。それでよか

ったですか。まずそこを。 

○西村政策調整課主幹兼係長  １３市町は尾鷲市を含め伊勢市、鳥羽市、熊野市、

志摩市、玉城町、大台町、渡会町、大紀町、南伊勢町、紀北町、美浜町、紀宝町の

１３市町となっております。 

○濵中委員  これ、連携してのＰＲだけではなくて、それぞれのまちの個別のＰ

Ｒもあってのことなんですけれども、その中で尾鷲市の納税額ってどれぐらいのと

ころにおるのかなとかいうのが気になるのと、それがどのあたりでそういう差が出
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ると分析されておるのかな。 

 紀北町、お隣ですんでよく見比べるんですけれども、紀北町なんかはかなり納税

額、尾鷲市よりも上回っておったなという気がしたんですけれども、そのあたりが

どういったところで差が出るのかなというのが気になるところなんですね。 

 やっぱり納税額をふやしたいということを市長がこのふるさと納税に関しては言

われておりましたので、ふやすための方策としてはどこかどう違ったのかという分

析は必ず必要かなと思うんですけれども、昨年度の出来高に対してどういった分析

ができるのかなというあたりを聞かせてください。 

○大和政策調整課長  先ほど申しました南部地域１３市町あります中でも似通っ

たような商品が各市町さんで上がっておると。 

 ４月当初のパンフレットが刷り上がる状態でしたので、見た中ではやはり写し方

とそれから、迫力、いわゆる写真でしか見やん、ウエブサイトで見る方については

インパクトが同じ商品でもやはりカメラマンなりなんなりの差で結構出てくるんじ

ゃないのかなという分析に至っております。 

 それで今年度いろいろ考えて、次年度の場合、当初に向けてはそれらも含めた予

算措置を考えております。 

○濵中委員  もちろん、今回の資料にも出ておるように尾鷲を知らない人からの

寄附というのがかなりふえておりますので、恐らくウエブサイトであったり、パン

フレットであったりという画像を見るだけで判断される方がかなり大部分を占める

となったら、やはり見せ方というのは大事な部分やと思います。 

 それで、特に今インスタグラムにしてでも、いろんなＳＮＳに関してでも画像で

受けるインパクト、通販なんかでもそうですけれども、そういったものから入り込

むというものが大方の方だと思いますので、デザイン性であるとか、センスである

とかというあたりはかなり重要なポイントかなと思います。 

 できるだけ経費を押さえてという中では、市内で結構ＳＮＳをやっておる方の中

でもすごくセンスを感じる画像であったりとか、そういったものを写し出されるも

のに行き当たることもありますので、市内でのそういった能力、センスの発掘であ

るとかということも含めて、いろんなところで協力体制というのを強化していただ

くことかなと思いますので、よろしくお願いします。 

○大和政策調整課長  言われますように、市内でもいろんなデザインの関係でＳ

ＮＳなりに投稿されておることは見ますので、まずは尾鷲のものを売り出すんです

から、尾鷲の方がかかわっていただくのが一番いいかなと思って、この当初予算編
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成時期までにそういうことも含めて検討させていただきます。 

○仲委員  実績報告２５ページ、地域おこし協力隊事業なんですけど、実績が九

鬼・早田・三木浦・梶賀・定住移住とそれぞれいろんな事業が展開されて、これは

このまま進めてほしいというふうに感じます。 

○南委員長  担当のほうに質疑が入ったら、できたら資料も一緒に送ってほしい

んですけど。 

○仲委員  それで、今年度三木里とか地域おこし協力隊１名が入ったということ

で、実は三木里地区でいろんな活動計画は立てておると思うんですけど、これまで

三木里の海水浴場のＰＲを全面的に尾鷲市が総力をもってしてきたかというとクエ

スチョンマークなんですわ。 

 九鬼から梶賀まで７浦をかけていて、中間地点の中でやっぱり集客交流の拠点と

してやはり本腰を入れて市がＰＲしていくと。そういう中では今回地域おこし協力

隊が入ったということで、一つの事業として捉えて何とか三木里海水浴場のＰＲを

できたらお願いしたいということですので、そういうことはできますか。 

○大和政策調整課長  最初のミッションが海の家の復活ということと地域の活性

化という二つのミッションが入っています。 

 でも、３年後の国体の際には三木里海水浴場でＯＷＳがとり行われるということ

もありますので、ちょうどタイミング的にもその３年間とかぶってきますので、そ

こでやっぱり行政と一緒になってそのＰＲの部分も、協力隊に協力していただきな

がらうちも協力しながらやっていきたいと思います。 

○仲委員  実は、何カ月か前に三木里の海水浴場の名柄の前に県が執行したキャ

ンプ場がありますね。あれについてはほとんど使われていないような草ぼうぼうの

中でやってござる。何とかあれを活用できるような方法、海水浴場と一体となって

集客交流の場所として、例えば入り口をあけて駐車場が何台か置けるような処置と

か、そういうことも商工観光との協議が十分必要だと、地元も一緒だと思うんです

けど、特に地域おこし協力隊の隊員の知恵を絞っていただいて、そういうところも

ぜひ進めていただきたいとこのように要望したいと思います。 

 以上です。 

○三鬼（和）委員  決算書の１０２ページかな、企画費、同じく地域おこし協力

隊の件になるんですけど、１９節の負担金、補助及び交付金が５２０万７,２６５

円、不用額として先ほども若干の説明はございましたけど、赴任が時期が遅かった

とかいうのがあるんですけど、募集したときであるとか、地域おこし協力隊に対す
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るミッションとかがこういった補助金であるとか、そんなにはきちっと合っていた

んですか。 

 不用額がかなり生じておるので、もうちょっと有効に使えなかったのかなという

ことを踏まえて、もう少し詳しく聞きたいんですけど。 

○大和政策調整課長  地域と話し合いをしながらミッションはつくり上げていき

ます。 

 それで、そのミッションをもとに募集をかけるんですけど、最近はその募集をか

ける市町がどんどんふえてきまして、協力隊に参画しようとする方のほうが少なく

なってきたと。ということは何度募集してもなかなか来てくれないような状態にな

ってきております。以前はその逆のときもありましたが。 

 そこで、やっぱりこれという、このミッションに対する地域の意見が必要なもの

ですから、幾ら募集が来たとしてもこの人ではというのではやっぱり不成立してお

るという状況もあって、それがどんどん送って送ってしていくと１年間の予算を持

っておるんですけど、それが着任が年をあいて、仕事上のこともありますので、２

月とか３月になるとどうしてもこういう減額ということが発生します。 

○三鬼（和）委員  先ほどの三木里の海の家ということの話もありましたので、

上手にこういった補助金というのか、起業的な補助金の活用ができないかどうかと

いうことも踏まえて、地域の要望がせっかく国の補助がありますよと有効に活用し

ていくというような仕事につながってほしいなと。 

 協力隊の方は一生懸命やっておりますけど、費用的には市としてはバックアップ

的な現状の中でこういったものが頼りだと思いますので、柔軟性が持てるのであれ

ばこういった補助金も活用しながらミッションをこなしていくというか、こういう

ところにつながってほしいなと思うんですけど、その辺はどうなんですか。 

○大和政策調整課長  今まで協力隊１本できたんですけど、ここへきて支援員の

制度も活用して３地区目が今回補正に上がったと思うんですけど、この二つを考え

ながら地域の方もやってもらうとすみ分けもできやすくなるし、両方使うというこ

ともできますので、そこは皆さん、事例を見ながら、先進地というか、一番先に出

たところを見ながらといかというやり方が出てくると思います。 

○三鬼（和）委員  実例というか、たまたまこの地域おこし協力隊とか支援員の

データをネットで見ていたら、鳥取県なんかは一つの市で５０人ぐらいの支援員を

配置して、それから、３０人ぐらいかな、地域おこし協力隊して、まちづくりその

ものをそういった国の事業を活用してやられておるので、地域としながらとも、や
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っぱり主導する中の行政側、市のほうがそういった情報を仕入れてどこまでやれる

かということも含めてこれを展開というか、よい意味で成功しておる例もふえてお

るわけですから、現状を打破するということも踏まえて、今の尾鷲のこういった状

況を打破するということも踏まえてより力を入れてほしいなと思います。 

○大和政策調整課長  そこにつきましては、各課のほうでもいろんな課題がいっ

ぱいある中で、そこにのれんかということも検討しておりますので、どんどんふえ

てくるとは思いますので、また、その際にはトータル的な考えでこちらのほうも参

入していきたいと考えております。 

○奥田委員  お聞きしたいことがたくさんあるんですけど、まず１個、先ほど濵

中委員が質問されたふるさと納税の返戻品の話なんですけど、これ、去年は９,１

００万あったんですよね、ふるさと納税。 

 報償費、この資料を見るとふるさと納税返礼品代というのが４,４８０万、率で

言うと４９％ぐらいあるんですけど、約半分。それでも３割、３０％というのは越

えていないんですか。問題はないんです。 

○大和政策調整課長  報償費の話ですよね。 

○奥田委員  はい。 

○大和政策調整課長  この中に返礼品の分が含まれておりますので。 

○奥田委員  返礼品というのは調達額が基準になるとか何か、ありませんでした、

市場価格というか。それは３０％越えないんですか。 

 例えば１万円だったらあれ、６,０００円ぐらいするでしょう、しないのかな、

半分ぐらい、３,０００円ぐらいなんですか。でもこれ、４９％になっていますけ

ど、その辺問題ないよね。 

○西村政策調整課主幹兼係長  返礼品と郵送料や箱代等も含まれて４９％という

ことですね。 

○奥田委員  それはこれ、見ると消耗品代、それから、役務費の中に通信運搬費

が入っておったりとか、需用費の中にふるさと納税関連消耗品代とか分かれて入っ

ていますよね、これ。資料２ですよ、政策調整課の明細書を見ると。 

 この報償費の中に運搬費とか消耗品とか入っているんですか、これ。じゃ、１１

節の需用費とか１２節の役務費の通信費というのは、また別のやつなんですか、こ

れは。 

○南委員長  資料を送ってくれる。 

○野田政策調整課主査  ふるさと納税の報償費の件につきまして、先ほど言われ
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た３割というのはものの調達額、ものそのものの価値を制度としてされております。 

 ものそのものの価値に先ほど言う箱代とか送料とか、あと、観光物産協会が業者

の間へ入っておりますので、その手数料等々を踏まえて報償費という形で支払って

います。 

 実際的にはうちから観光物産協会に支払いして物産協会から送料とか手数料を差

し引いたものの調達額というのは事業者さんに入るような流れになっております。 

○奥田委員  そうするとその調達額は３割におさまっておるんですね、これ。こ

れ、報償費を見ると４９％ありますけど。大丈夫なんですね。 

 そうしたら、別の質問なんですけど、まず、交通体系のを聞こうかな。 

 主要施策の成果及び実績報告書のところですね。通知しますけど、２３ページの

ところで、先ほど補佐から説明で６,８８８人利用者が減ったと。その主な要因は、

ダイヤ改正による市民生活への浸透が不十分であることが主な要因であると推測す

るというんですけど、これはどういうことなんですか。 

 去年改正したんですよね、これ。２９年１０月、１年前。それがうまくダイヤ改

正等いかなかったということ、ＪＲとかそういうののこととかじゃなくて。 

○大和政策調整課長  この意味合いはこれまで何年間かをダイヤで動いていまし

た。それが改正によって時間が変わったことによって、生活の方向性がそれにまだ

順応していないというか、今まではこの時間に乗ってこんなして動きよったのが、

ダイヤ少しの時間の改正によって変わったことに対して生活の中のリズムがそれに

ちょっと時間がかかるのでないかというのがその大学の先生らとも相談した中でも、

そりゃ多少は出るやろうということでした。 

○奥田委員  多少は出るはわかりますけど、でも、６,８８８人も減って、ダイヤ

改正が十分浸透しなかったからという、浸透するようにせなあかんじゃないですか。 

 これ、市民サービスの一環でやっておるわけで、ただ単にやらないかんからやっ

ておるわけじゃないんでしょう、これは。 

 このふれあいバスというのは、本当に経費節減も含めて１０年前にやった話です

から。よりそれを進化させていかないかんと思うんですけど、これ、約７,０００

人減っていますよね。それがダイヤ改正のことが市民に浸透しなかったですからと

言われても、じゃ、それを浸透させるのがあなた方の仕事ですよ。後でも今度広報

のことも聞きたいんですけど、そういうこともきちっと広報で知らせなあかんです

よ、きちっと。 

 そういうことを言うてもしようがないですけど、もう１個聞きたいのはやっぱり
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これ、こうやって市民の方々が不便を感じていると。ダイヤ改正されたことによっ

て。 

 だから、もうちょっと政策調整課、移住定住にも力を入れているわけですから、

もっと住みやすいまちにせなあかんですよ。皆さんが利用しやすいバス、そうして

いくためにやっぱりいろんな、これまでのデマンドバスはどうですかとか、いろい

ろ、それから、教育委員会のスクールバスを利用したらどうですかとか、そういう

ことも言っているんですけど、これ、１年経ちますけど。その辺というのはどう考

えておるんですか。 

○大和政策調整課長  現在、地域によっていろんな不満もございます。 

 ただし、このダイヤ改正をする際に各地域に入らせていただきまして、我々とし

てもトータル的に最重要やろうということを念頭にダイヤ改正を行ったと。 

 それが尾鷲駅へ入るとか、それからＪＲとつなぐ、それと、あと尾鷲病院に来ら

れる方が多いので、１時間ぐらいしか時間がないと買い物もできないということで

少し時間を遅らせて、今その三つを合わせてするとどうしてもダイヤが変わってし

まった部分があると。 

 今までつながっておった部分が途切れたということもございますので、それにつ

いては地域の方に御理解をいただきたいと思いますが、現状、市長の議会の報告会

であったり、市長の市政報告会でも同じような課題はどんどん出てきますので、ち

ょうど１０月で１年経ちます。 

 この先を見ながらもう少し改良できることがあるのであればしていきたいと思い

ますが、先ほど申しましたように減るのがダイヤの改正だけではないとは思います。

社会現象もございますので、そこについてはできるだけ早いタイミングでやりたい

と思いますが、ただ、１年前に改正したものについて軽微なものはできるだけやっ

てきたつもりなんですけど、大きな改正はもう少し待っていただきたいかなと思い

ます。 

○奥田委員  でも、これ多分、私ら１０月、議会報告会をやりますけど、多分こ

れ輪内へ行くとまだまだ同じ話が出ると思うんですよね。それに対して模範解答じ

ゃないけどあなた方、回答をもらっていますよ、僕らね。もらっていますけど、そ

れを見ると１台しかないからとか、そういう回答しかしないじゃないですか。 

 もっとスクールバスも含めてデマンドも含めて、もうちょっと大胆な考えで、今

の枠の中で考えておったら僕は全然だめやと思うんですよ。今の枠でしか考えてい

ないじゃないですか。僕、そこが不満なんですよ、非常にね。何でもうちょっと広
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げて考えられないのかなという気がしてならんのですけど。 

 また、これで１０月また同じ話を聞かないかんのですよ、これ。それで、１年も

たっておるんですから、もうちょっと考えなあかんですよ、これ。もう一年、まだ

１年ですから待ってくださいじゃなくて。１年たっていますから、もうちょっとき

ちっと協議会を開いてきちっとまた、考えてくださいよ、これ。 

 失礼しました。もう一点だけお聞きしたいんですけど、その隣の広報のことです

けど、２２ページ、この主要施策の成果及び実績報告書の。 

 そこの事業成果のところで市民にわかりやすい情報提供に努めたと書いてあるん

ですけど、本当に情報提供ってきちんと努めていますか。 

 それと、あなた方が考える広報って何ですか。 

 その２点、教えてもらえませんか。 

○大和政策調整課長  広報に市民に対して努めておるかということにつきまして

は、できるだけの情報を紙媒体で送る、これが広報のあり方であるということで、

旬、そのとき、時期、時季のこと、それから、大きな課題があることは報告してお

ると思います。 

 今はワンセグも活用できますので、定時放送にも合わせてやっておるという状況

です。 

（発言する者あり） 

○大和政策調整課長  広報とはということです。 

 広報はやはり市民の方が必ず見るものやと僕らは信じておりますので、一番の市

の行政の施策なり市の動きを報告する一番の情報発信のツールやと思っております。 

○奥田委員  その広報とは何ですかということを聞いておるんです。どういうツ

ールが広報と考えておるんですか。 

○大和政策調整課長  広報おわせ、それから、ワンセグ放送が今主流で、ホーム

ページは受けるものですので情報発信にはちょっとふさわしくないかなと思います。 

○奥田委員  ホームページがふさわしくないんですか。 

 これ、だって、事業成果のところで広報紙とホームページを通して市民にわかり

やすく情報提供に努めたと書いておるじゃないですか。 

 ホームページの情報提供、今、主流ですよ、むしろ。それ、違うんですか。 

○大和政策調整課長  そういう意味じゃなしに、発信するという意味から言うと、

広報は各全世帯に届くじゃないですか。ワンセグも全世帯で見える。ホームページ

は見に来てもらわなあかんという。結局、クリックせんとホームページ上は開かな
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い、ただし、広報紙は全世帯、ワンセグも全世帯で放送される。 

 発信という意味で言うただけで、ホームページについてはたちまちいろんな方が

見にきますので、それは最も必要なものなんですけど、僕は発信がという解釈をし

たのでそういう言い回しをしました。 

○奥田委員  だからやっぱりこの広報紙、広報紙と今課長が言われたワンセグも

今ありますから、この辺きちっと使って、市長も去年は尾鷲節コンクールのときに

がんがんやっていましたからね。ああいうのがんがんやればええのになと僕は、尾

鷲節コンクールだけかいという感じがしてあれだけどね。 

 もっとがんがんやればいいと思うけど、でも市長がいつも言うには、この前も僕

が言うたら、いや、地元紙に載ったからそれは広報やとか言うたり。この前も誰か

の一般質問の中でいろんな媒体があると。それが全部広報やとかいう言い方をして

おったけれども、僕は広報というのは基本的には広報おわせやと思うんですよね。

広報おわせでしょう、これ。 

 だからそこをきちっと僕は本当に市民にわかりやすくやっているのかなと。課長

は今できるだけと言ったけど、できるだけじゃ僕はあかんと思うんですよね。本当

に市民にきちっと伝わらなあかんと思うんですよ、伝わらな。 

 だから僕、これ、本当に市民にわかりやすく情報提供に努めたと言い切っておる

もんで、果してそうなのかなと思うんだよ。 

 例えば７月の広報なんかも深層水が一番最初にばんとありました、深層水。でも

別にあんなもん、普通の深層水のレクチャーだけじゃないですか、深層水というも

のはこういうものですと。 

 そこで皆さんに深層水の需要を求める、もうちょっと深層水を使ってくださいと

かそういうアピールをしたらええのになと思うし。今、深層水をつくっていないわ

けですからね。工場もとまっている。そういう情報なんか全然ないしね。本当に必

要な情報ということであるのならそういうのを載せるべきやし。 

 ８月のだって、８月の最後のページなんて、ごみ焼き場の件ですけど、あれだっ

て全然情報提供していませんよ。本当に予算のことも全然、代表監査を公表の中で

もうちょっと情報提供しなさいと書いておるのに、あれじゃ僕は不十分やと思うし。 

 ９月の広報だって一番最初は尾鷲節コンクールですよ。尾鷲節コンクール、大事

やけどさ、もうちょっと市民にきちっと伝えな、大事な問題。火力の問題もあるし、

ごみの問題も、ごみ焼き場の問題も、非常に重要な問題もいっぱいあるわけやし。

尾鷲節コンクールが一番大事なのかなと僕はふと思ったんやけど、あれ。尾鷲節も
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大事やけどさ、トップに持ってくるようなことかなと僕は思うたんやけど、今の尾

鷲市におって。財政のこともあるし、いろんな問題があるわけやんか。 

 そこを正確に僕はもうちょっと政策調整課のほうで市民の方が見て本当に尾鷲の

ことがわかる、今の尾鷲を、きちっと把握できる情報提供に努めてほしいなと思う

んですけど、その辺どうですか、課長、その辺も市長に言うてやってくださいよ。

地元紙に載ったらそれが広報なんかい。違いますでしょう。 

 地元紙が公平に書いておるんやったらそれは広報やろう。公平に書いておらへん

やないかい。偏向報道やろう。好き勝手に書くわけやんか。好きな人は書く、好き

やないのは書かん。それが広報じゃないやろう。ないですか。 

 その辺のことを市長とよく話し合って、広報おわせが基本なんですと。だからそ

こをきちっと、尾鷲市民にきちっと情報提供せなあかんですよと。今回だって決算

のこともあるわけですから、本当はそういうことをきちっと僕は１枚目に載せなあ

かんと思うんやけど。 

 尾鷲節コンクールかよと思ってちょっとがっかりしたんやけどね。尾鷲節コンク

ール大事ですよ、大事やけどトップに載せるようなことかい。と思うたんやけど、

今市民にとって尾鷲節コンクールが一番大事なんかいと思うたけどな。 

 その辺のところ、市長とよく話し合って、あなた方も市長にもうちょっとものを

言わなあかんですよ、政策調整課なんだから。何もよう言わんのですか、市長に。

市長は裸の王様になってしまいますよ、あなた方が言わなかったら。 

○南委員長  奥田委員、質疑ですので簡潔に、自分の思いは思いとして一般質問

で言うていただいたらええです。端的な質疑をお願いします。 

○奥田委員  情報提供どうですか、どう考えていますか、課長。市民への情報提

供。 

○大和政策調整課長  市長からも広報の（聴取不能）というのは再認識せいと指

示も出ていまして、今年度からもその編集に当たってはきちっと編集会議も開くよ

うにし、それで、内容の精査をした上で、まず、早い段階で市長にも確認をとると。 

 それから、本体の作成に入っていくような段取りを組んでおりまして、その際に

何が一番今回載せなあかんのかというのを協議してやっていくつもりなんですけど、

その受け方として市民の方がこれが一番なんかと言われるとそれは皆さんいろいろ

とあるとは思うんですけど、市の考えとしてこれがというので今は載せておるつも

りなんですけど、これにつきましては今後もどんどん、皆さんのアンケートもあり

ますので、聞きながら改良していきたいと思います。 
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○野田委員  ４点ほど確認させてください。 

 主要施策の２４ページのところなんですけれども、事業名は定住移住促進事業の

ところで事業内容のところで、私１回尾鷲高校の男女共同参画のオブザーバーとい

うか、見に行ったことがあるんですけれども、その中で尾鷲高校の方に、今後尾鷲

のまちに、どんなまちに住みたいかとか、そういう最終的なアンケートとかはここ

には書いてないんですけど、そういうのもやっておるんでしたかね。やっていない。

ただ……。 

（発言する者あり） 

○大和政策調整課長  まちいくのほうですよね。 

○野田委員  そうそう、ごめんなさい、まちいく。 

○大和政策調整課長  それでアンケートをとっております。 

○野田委員  とっておる。 

 こういうところというのは非常に大事なところだと思いますので、僕はこの間は

地元新聞では尾鷲のまちについてのアンケートは出ていましたけれども、こういう

若い世代のところにまたフォーカスを当てていただいて、見ていただきたいなとい

うふうに思っています。 

 それと、隣の２５ページなんですけれども、地域おこし協力隊事業のところで早

田は２名ということで、このところで早田というのは別枠で事業をやっているじゃ

ないですか、いろんなふるさと納税とは別個に自分ところのファームをつくるとい

う形で５,０００円のお金を出してものを送ってもらう、地場の。そういう……。 

（発言する者あり） 

○野田委員  違う違う違う。そういうＵターンじゃなくて、こういう……。 

（「ビジョン早田」と呼ぶ者あり） 

○野田委員  ビジョン早田か。やっているんですけれども、その分についてはこ

のふるさと納税の商品の一つとして、今こういう考え方が悪いのかどうかわからな

いけれども、一緒に事業を展開するというようなことはできないんですか。 

 要は尾鷲市内の事業所先、ほかの輪内地区の事業先もあるけれども、早田の事業

先の方もそれでとめることなく一緒の事業先として入れるというのは、それのほう

がより早田出身者の方がいろんなものを買われるわけなんやけれども、尾鷲にとっ

て得だし、そこにお金を出して買う人も得だと思うんですよね。 

 もっと、もう少し事業を早田のそういう生産者の方とも話をしながらになります

けれども、一緒に中にいれてもいいんじゃないかなと一つの案ですけれども、それ
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を思ったということと。どうですかね。 

○野田政策調整課主査  多分、委員がおっしゃられているのは早田サポーターと

いう、これ、早田のまちのビジョン早田実行委員、まちづくりの会が独自に始めて

おる制度でありまして、今地域おこし協力隊中心にやっておるのはそういうまちづ

くりとそれを継続的にやっていって女性の雇用まで伸ばしたいということで合同会

社をつくって、まちと一緒に活動しておるわけなんですけど、そこでうみまかせと

いう早田で上がったとれたての魚を直送する通販、このビジネスも起こします。こ

れはふるさと納税の返礼品として入れてもらっていますので。 

○野田委員  よろしい、僕の知識不足やったかもわからんでありがとうございま

した。そういう形でなっておったらいいんですけれども……。 

○南委員長  野田委員、挙手を求めてしてください。 

○野田委員  先ほど奥田委員が言われた僕もこの公共交通体系の話、僕も１年し

かまだ議員をやっていないもんで、議員になる前にこういう体系のをもう一遍やり

直してヒアリングを聞きながらやったということで、僕はそれなりにいいことだな

と思っていたんですけれども、賀田の奥まで入ってよくなったという人もいれば、

須賀利へ行けば朝一番の尾鷲に来る便がちょっとよくなったとかという意見がある

半面、この間、議会報告会へ行ったら三木浦とかそういう地区の方は非常に不便を

感じるとかという意見がありました。 

 これは非常に難しい部分だと思うんですけれども、やっぱり抜本的なこれ、改革

というのは、奥田委員も言っておったけれども必要かなと思っています。 

 そういう部分で僕も答えをどうこうできないんやけれども、やっぱりもっと考え

ていかないかん部分かなと思うんですよ。５,４００万の一般財源を使ってやって

いる中でちょっとでも喜ばれるようなものを、そういう要望だけですけれども、こ

れについては。 

○大和政策調整課長  私らも限られた予算の中でより皆さんに課題がないように

したいんですけど、やはりどこかを通せばどこかがという、本数さえふやせるんで

あれば大概のことは可能になるんですけど、これ以上の本数をふやすのは難しいと

なるとやはりどうしてもダイヤで調整するしかないと。 

 どうしてもそうすると不便さが出てくるのが必然かなと思っております。 

○野田委員  それともう一点、ふるさと納税でこの結果の４,５１１件の２９年度

決算は別によろしいんやけれども、今事業等を展開して市職員の方も送付先のリス

トをアップしたと。議員の方もそういうリストも提供されている方もいると思うん
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ですけれども、そういう１人１０件の約２００人、病院の方も含めて、それぐらい

の今の状況はどうなんですか、何か発送とかしたんですか。 

○大和政策調整課長  職員からの紹介は既にパンフレットを作成、でき上がった

時点で各個人にも発送していますし、紹介していただいた企業にも発送しておりま

す。 

○南委員長  あくまでも２９年度の決算審査をしておるので、その書面に基づい

た質疑をしていただいて、自分の思いは先に出さないで、的確な質疑をしていただ

きたいと思います。 

○野田委員  そういうことを聞きたかったもんで、どうもありがとうございまし

た。 

○南委員長  他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  それじゃ、ないようですので政策調整課の審査を終わります。 

 ここで１０分間休憩いたします。 

（休憩 午後 ２時２０分） 

 

（再開 午後 ２時３１分） 

○南委員長  それでは、休憩前に引き続き委員会を続行いたします。 

 次に、財政課の所管の説明を求めます。 

○宇利財政課長  財政課です。よろしくお願いいたします。 

 説明につきましては、常任委員会資料にて進めさせていただきます。 

 委員会資料の６ページをごらんください。 

 この資料は、決算書より目単位で財政課に係る部分を抽出し記載しております。

収支が２段書きになっている項目は上段の括弧の数値が決算書の数値で、下段の数

値がうち財政課分でございます。 

 なお、決算書の記載ページを右の欄に記載しておりますので御参照ください。 

 それでは、御説明申し上げます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費の財政課分といたしましては、予

算現額３５１万５,０００円に対しまして、支出済額３４５万６１７円、翌年度繰

越額がゼロ円、不用額は６万４,３８３円でございます。 

 各節の主な支出内容といたしましては、１１節需用費の支出済額３２万３,８２

６円のうち、用紙購入、書籍の購入、追録等の消耗品費が２７万５,１１８円、予
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算書等印刷代の印刷製本費が４万８,７０８円でございます。 

 １２節役務費の支出済額４,０２２円は、全額郵送料でございます。 

 １３節委託料の支出済額２９８万８００円の内訳は、固定資産台帳整備等業務委

託料が２３９万７,６００円、固定資産管理・公会計システム保守業務委託料が５

８万３,２００円でございます。 

 １４節使用料及び賃借料の支出済額１４万１,９６９円は、全額複合機使用料で

ございます。 

 続きまして、３目財産管理費でございます。 

 予算現額６億９,２６４万６,０００円に対しまして、支出済額が６億９,２０７

万７,３１６円、翌年度繰越額がゼロ円、不用額が５６万８,６８４円でございます。 

 各節の主な支出内容といたしましては、１１節需用費の支出済額が９４万８,９

３６円のうち、施設管理用の消耗品費９８０円、普通財産の光熱水費が５１万５５

６円、修繕料が４３万７,４００円でございます。 

 １２節役務費の支出済額７８０万９,３６４円のうち、主なものは建物総合共済、

自動車損害共済等の保険料５８４万７,２２２円、立木伐採作業手数料６１万３,４

４０円でございます。 

 １３節委託料の支出済額７４万１６円は、全額尾鷲中央駐車場管理委託料でござ

います。 

 ２５節積立金の支出済額６億８,２５７万９,０００円の内訳は、財政調整基金積

立金４億９,３３６万１,０００円、減債基金積立金５,０１７万４,０００円、以下

記載のとおりでございます。 

 ４目契約検査費です。予算現額１６０万３,０００円に対しまして、支出済額が

１２０万８,３１２円、翌年度繰越額がゼロ円、不用額が３９万４,６８８円でござ

います。 

 各節の主な支出内容といたしましては、９節旅費は県外での研修等の可能性を考

え、予算を計上しておりましたが、２９年度の研修実施が県内であったため不執行

でございます。 

 １１節需用費の支出済額２万３,６６０円は、追録等の消耗品費でございます。 

 ページをおめくりください。 

 １２節役務費の支出済額９,２１４円は、全額郵送料でございます。 

 １３節委託料の支出済額１１４万３,８３８円は、入札参加登録共同化委託料で

ございます。 
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 １４節使用料及び賃借料の支出済額２万１,６００円は、入札関連データベース

システムの使用料でございます。 

 １９節負担金、補助及び交付金の支出済額１万円は、三重県市町工事検査業務担

当協議会負担金でございます。 

 続きまして、３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費でございます。 

 財政課分は予算現額２億１,４２６万３,０００円に対しまして、支出済額が２億

１,４２６万２,７６４円、翌年度繰越額がゼロ円、不用額が２３６円でございます。

全額国民健康保険事業特別会計への繰出金でございます。 

 続きまして、９目後期高齢者医療費でございます。予算現額４億１,５６２万円

に対しまして、支出済額が４億１,５６１万９,６４４円、不用額が３５６円でござ

います。全額後期高齢者医療事業特別会計への繰出金でございます。 

 続きまして、４款衛生費、５項上水道費、１目上水道整備費でございます。予算

現額２,３４４万３,０００円に対しまして、支出済額が２,３４４万２,６０６円、

翌年度繰越額がゼロ円、不用額が３９４円となっており、１９節負担金、補助及び

交付金で水道事業会計の負担金を支出しております。 

 続きまして、６項病院費、１目病院費でございます。予算現額５億円に対しまし

て、同額の支出でございます。 

 続きまして、７款土木費、５項都市計画費、３目公共下水道費でございます。予

算現額２１６万４,０００円に対しまして、支出済額２１６万２,３１４円、翌年度

繰越額がゼロ円、不用額が１,６８６円でございます。これは公共下水道事業特別

会計への繰出金でございます。 

 続きまして、１１款公債費、１項公債費、１目元金でございます。予算現額１０

億３,８８１万８,０００円に対しまして、支出済額１０億３,８８１万７,８６０円、

翌年度繰越額がゼロ円、不用額が１４０円でございます。市債の元金償還金でござ

います。 

 続きまして、２目利子です。予算現額８,０９３万５,０００円に対しまして、支

出済額８,０９３万円４,９２１円、翌年度繰越額がゼロ円、不用額が７９円でござ

います。市債利子の償還金でございます。 

 続きまして、１２款の予備費でございます。平成２９年度における予備費の他科

目への充用はございませんでした。 

 歳出の説明は以上でございます。 

 続きまして、地方消費税の社会保障財源化分の充当について御説明申し上げます。 
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 決算参考資料の２５ページをごらんください。 

 本市の平成２９年度における社会保障４経費その他社会保障施策に要した経費は

２４億７,６５３万円となっており、全体経費から国県支出金等特定財源を充当し

た残りの一般財源充当分が１０億７,０８６万９,０００円でございます。 

 この一般財源分のうち、地方消費税交付金社会保障財源分として１億２,９６３

万３,０００円を充当いたしました。ちなみに前年度の充当額は１億３,１４１万円

でございました。 

 続きまして、平成２９年度地方財政状況調査の概要について、簡単ではございま

すが、御説明申し上げます。 

 別冊資料の１ページをごらんください。 

 平成２９年度決算収支の状況につきましては、歳入決算額が１０１億６,９８１

万６,０００円、歳出決算額が９９億２,４２９万９,０００円となり、歳入歳出差

引額は２億４,５５１万７,０００円の黒字となりました。 

 歳入歳出差引額から翌年度に繰り越すべき財源１,２１９万４,０００円を差し引

いた実質収支は２億３,３３２万３,０００円となりましたが、平成２９年度実質収

支から平成２８年度実質収支を差し引いた単年度収支は３,３８０万９,０００円の

赤字となりました。 

 この主な要因は平成２９年度歳入が市税や国庫支出金、地方債の減額により平成

２８年度に比べて大きく減少したことであると考えられます。 

 また、実質単年度収支は財政調整基金取崩額が積立金を上回り、単年度収支の赤

字と合わせて１億７,７０７万２,０００円の赤字となりました。 

 続きまして、２ページをごらんください。 

 主な財政分析指標である経常収支比率につきましては、９６.９％となり対前年

度比で０.５ポイント悪化となりました。 

 これは分子となる人件費、物件費、公債費などの経常経費充当一般財源が公債費

や補助費等で増額となり、対前年度比で２,１０８万９,０００円の増額となりまし

た。一方、分母となる経常一般財源総額、これは地方税、普通交付税などの経常一

般財源等と臨時財政対策債などの合算額でありますが、こちらが地方税、普通交付

税などの減額により対前年度比で２,１７８万１,０００円の減額となりました。分

母が減少し分子が増加したことでともに増加方向に働き、０.５ポイントの悪化に

つながったものでございます。 

 続いて、少し飛びまして６ページをごらんください。 
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 性質別歳出の状況でございます。 

 義務的経費で公債費が増額となったものの、退職者数の減による人件費の減額と

年金生活者等支援臨時福祉給付金の皆減などによる扶助費の減額により７,６７３

万２,０００円の減額となりました。 

 投資的経費は情報セキュリティ強化対策に係る庁内システムの改修委託料の皆減

や夢古道おわせ調理加工施設整備事業の完了などにより１億５,３００万２,０００

円の減額となりました。 

 なお、投資的経費決算額と普通建設事業費決算額の差異につきましては、災害復

旧費３１９万８,０００円によるものです。その他の経費は補助費等で病院事業会

計負担金の増などにより増額となったものの、積立金で財政調整基金積立金の減な

どにより減額となったことから、８,３１０万５,０００円の減額となりました。 

 続きまして、７ページをごらんください。 

 地方債の状況でございます。 

 地方債の現在高につきましては、第三保育園整備事業やゆめ向井工房整備事業が

平成２８年度で完了したことから、平成２９年度地方債発行額が７億７,２２０万

円となり、元金償還額１０億３,８８１万８,０００円を下回ったことにより対前年

度比２億６,６６１万８,０００円の減額となりました。 

 最後に、８ページをごらんください。 

 基金の状況でございます。 

 主なものとしまして、財政調整基金は取崩額が積立額を上回ったことから、１億

４,３２６万３,０００円減額の１１億４,３２３万６,０００円となりました。 

 減債基金は当初予算において第三セクター等改革推進債の償還財源として取り崩

しましたが、将来負担を少しでも軽減するため９月補正予算で積み立てを行ったこ

となどにより１,５１７万４,０００円増額の４億８,０６６万８,０００円となりま

した。 

 みどりの基金は尾鷲みどりの協会様からの寄附金３,０３０万円と基金事業費の

精算に伴う積み立て等により５０７万５,０００円増額の５,１４８万８,０００円

となりました。 

 ふるさと応援基金は平成２８年度１月分から３月分及び平成２９年度４月から１

２月にふるさと納税として御寄附いただいた分の積み立てと基金充当事業費の精算

に伴う積み立て等により４３１万９,０００円増額の９,４５０万９,０００円とな

りました。 
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 以上で平成２９年度尾鷲市財政状況調査の概要の説明とさせていただきます。財

政課からの説明は以上です。 

○南委員長  ありがとうございました。 

 財政課にかかわる決算の報告と財政状況調査の報告を簡単にしていただきました。 

○髙村委員  送るわね。 

 財産管理費の役務費のうち保険料が５８４万からありますけど、これは保険とい

うことは毎年かけるんでしょう。 

 随契ですか、それとも入札か、それとも、もう一つ会社があれば会社の名前を教

えてほしいんですけど。 

○宇利財政課長  保険につきましては現在加入しております保険が全国市有物件

災害共済会、全国市長会、日本漁業保険組合となっておりまして、契約につきまし

ては随契で行っております。 

○髙村委員  わかりました。 

○濵中委員  同じページですので送ることは控えますけれども。 

 同じ役務費の中で実はこのわずかなものかなと思うんですけれども、草刈等手数

料が８４万８,９６３円ついております。これ、恐らく市内の空き地になってしま

っているところとか、そういったところの草刈手数料なのかなと思うんですけれど

も、昨年度も私も気がついて指摘させてもらったこともあるんですけど、無断で駐

車をされているということは、駐車場としての利用できるところではないのかなと

いうような気もするんですね。そういったところに空き地も持っているのかなと思

うんですけれども、そういったところを有効利用することでこういうわずかなとこ

ろの手数料でもそれで賄えるというようなこともあるのではないのかなと思うんで

すけれども、そういった需要なんかは調べていないですか。 

○宇利財政課長  基本的に駐車場を事業化しようとした場合、特別会計、公共事

業会計、公益企業会計を組んで駐車場事業として成立をさせる必要が出てくるかと

思います。 

 そこの部分におきまして、現状短期間の何か資材置き場とかに使うということで

貸し出しをするケースはございますが、更地について今有効活用という部分で駐車

場事業というよりも売却の方向で売却できるところがないかというのがここ数年財

政課としてやってきた試みでございます。 

 実際のところ駐車場の貸し付けを考えた場合、料金徴収であったりとか、滞納整

理ということ考えるとなかなかに難しい問題がございまして、基本的な線としては
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売却を考えてきたところでございます。 

○濵中委員  そうであるならば、そういう貸し出しが難しいのであるならば、売

れるまでの間の管理ということがやはり問われるのかなと思うんです。 

 というのはやっぱり自由に市の土地だから置けるという感覚で使われると周辺の

民間の事業者さんもいらっしゃいますから、そういったところの不公平感を市民の

方からも指摘されることがございましたので、きちんと管理に関しては、売れるま

での間のそういう空き地というものの管理に関してはやはり目配りが必要な部分か

なと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○宇利財政課長  無断駐車という部分で極力無断駐車をなくすような形での活動

をやっていきたいなというふうに考えております。 

○南委員長  他にございませんか。 

○野田委員  この財政収支の見通しの資料なんですけれども、今気がついたんで

すけれども、不用額という部分は今先ほど話があったんですが、これを決算書から

拾い上げると２９年度で１億６,４００何がしの不用額があるんですけれども、こ

の分についてはここに入れるとするとどこに入っているんですか。この財政収支の

見通しというのは。繰越金と財政調整基金とかそういうところへ入っていっている

んですけど、そこら辺を確認します。 

○宇利財政課長  このシミュレーションの中にはここに表記されているものの中

には繰越金は記載してございません。 

 それは制度的なもので、御指摘をいただいた中で、私どもも決してこれが精度が

高いというふうに思っているわけではないんですが、年間の平均の基金の積立額、

基金の取崩額というものを積算する折に繰越金等はその中に含まれておりますので、

そこの部分で反映させているというふうに考えております。 

○南委員長  野田委員、よろしいですか。 

○野田委員  ということは、保守的か何かわからんけれども、この部分について

はこの基準の中には入れていないということですよね。この財政収支見通しの中に

は。 

○宇利財政課長  はい。繰越金の部分については一定額は出るだろうという予想

はしておるんですが、繰越額というのは予算の執行残というものが物すごく大きく

かかわってまいります。 

 それにおいては例えば今後、選択をしていく事業の中身において執行残の額とい

うのは上下する可能性が相当に高いというところで、ここは平均値をとらせていた
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だいておるということになっております。 

○野田委員  財政収支見通しですから今の繰越金、そういうものは結果論の部分

ですので、それについてはどうこう言うつもりはないですけれども、２８年度の数

字を見ても２億１,０００万ぐらいありますもんで、ただそれだけの、どのように

入れておるのかなと思いましたので。 

 以上です。 

○南委員長  ありがとうございました。 

○奥田委員  財政状況調査の概要のところで１点だけ教えてほしいんですけど、

通知します。 

 経常収支比率で９６.９ということで、前年が９６.４、０.５ポイント上がった

ということで、その下のほうを見ますとこの経常収支比率を改善するためには新規

地方債の発行を抑制することにより公債費の抑制に努めるとともに増加傾向にある

物件費、特に委託料の見直し、削減などを進める必要がありますということなんで

すけど、そういうことなんですよね。やっぱりこれ以上、午前中何か仲委員は監査

のほうにもうちょっと地方債を発行してもいいんじゃないかという言い方をしてい

ましたけど、どうなんですか、財政課としてもやっぱり地方債の発行というのはな

かなか難しいんでしょう。 

○宇利財政課長  地方債につきましては純粋に数字を追っかけた場合、もちろん

経常の支出ということになりますので、経常一般財源が充当される事業費というこ

とになりますので、経常収支比率の悪化の要因の一つでございますので、財政的に

考えるということであれば純粋には抑制すべきだというふうに考えております。 

 しかしながら、一方で事業をする場合において違う側面で地方債につきましては

公共施設等をつくる場合には後年度の方にも負担をしていただくという意味合いも

ございますので。 

 長く使う施設につきましては公債費によって現役の今現在の方が全て負担してい

ただけるんでしたらそれはそれで問題はないんですが、長く使う施設については一

方で後年度の公債費という形で後年度の方にもそれを一定量負担していただくとい

う考え方も一方でございますので、これは事業の選択だというふうに考えておりま

す。 

○奥田委員  事業の選択ということでそういう意味では歳出において公債とのバ

ランスを考慮しということを一言入れておるんですよね。 

 でも、後世にも負担をしてもらうと言っても、よく子どもたちに支出もそれまで
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に負担させるのかという話もありますよね。それと尾鷲市の場合は少子高齢化がこ

れだけ進んできて、人口がどんどん減ってきている中でよりそこをやっぱり考えな

いかんと思うんですよね。 

 後世に負担させるといったって、人口がどんどん減っていって、借金ばかりどん

どん膨らんでいって、それを返していく後世の人たちがおらんようになったとき、

またどうしようないですからね。公債費もどんどん上がっていって、本当に行く行

くは財政破綻ですよね。夕張になってしまいますよね。 

 そういうことが見えてくるので、その辺がちょっと難しいところがあるんですけ

ど、ここが。 

○宇利財政課長  奥田委員の言われたとおりバランスをとるというのが大変難し

い作業になるかなというふうに考えております。 

 ここ２９年度の決算においては公債費の償還額、元金の償還額に対して借入額が

少なかったということで残額というのは減るという形で、本来純粋に財政の視点か

らいくと減らしたいというのは一方ではあるんですけれども、そこはやはり先ほど

申し上げたとおりバランスという形、話になってしまうのかなと思っております。 

○濵中委員  私もこの経常収支比率の推移を見たときに思ったんですけれども、

とても得意でないところの話なので基本的なことをお聞きしたいんですけど、この

表の中でいくと１６年、１７年が一番きつい数字になっておるのかなと思うんです

けど、このあたりで財政危機宣言がされたころですか、伊藤市長のころ。 

（発言する者あり） 

○濵中委員  もうちょっと前ですか。それからしばらく高いのがあって、しばら

く緩んでというような感じかとは思うんですけれども、きっとこの十四、五、六年

と比べれば出るのも多かったんでしょうけれども、入るのもそこそこあったのかな

と。 

 だから、今とでは分子、分母のことも違うんやと思うんですけれども、事業をし

なければ出るものも少ないからきっとそこを抑えられるのかな、公債費が抑えられ

るというのは新しい事業もできるだけ抑えるという感じかなと思うんですけど、市

長の常々の話を聞いておると、経費を使ってでも入るのをようけしたいというよう

な話も聞くんですけれども、それは財政とは折り合いはついておる話なのかな、こ

の数字を見た上でと。 

 すごく漠っとした聞き方ですけど。どうなんですか、今のこのやりとりを、数字

的なやり取りを聞いておると抑えて抑えていきましょうというふうに聞こえるんで
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すけど、そうではないんですか。違います、そうではなかったですか。 

○宇利財政課長  折り合いというところの説明というのはなかなか難しいんです

けれども、事業というのがこういう事業をやっていかないといけないというもので

も具体化するまでにやはりどうしても時間がかかってくるものがあるので、そこの

折り合い、やはり最初に企画されたからすぐに出てくるとは限らなくて、その間に

出てくる事業もございますので。 

 トータルで全て理解した上で折り合いがつけていられるのかと言われるとそれは

できていないという形になりますし、現状におきましても来年度当初予算でどうい

う要求がなされるのかという部分についても把握し切れておりません。 

 聞いているものもあれば多分聞いてないものもあるだろうという話の中でどれを

選択していくかというのは全てこれからという部分で、実施計画等もございますの

で、その話の中でトータルで折り合いをつけていくという話じゃないかなと思って

おります。 

○濵中委員  済みません、すごく回りくどい聞き方をしてしまったので。 

 実は昨年度、いろんな事業をつくり上げてくる中で途中で上げてきたのに下げて

しまったというものがあったりとか、思いの強い部分で実は数字ときちんとそりが

合っていなかったというようなことがありましたから、そのたびに騒ぐようなこと

ではいけないのかなという気がしておりましたので。 

 こういった数字がきちっと、企画側と財政側がきちっとかみ合った上でおもてへ

出るまでの時間をかける部分が必要かなというのは昨年度の流れの中で感じており

ましたものですから、そのあたりを言わせていただきました。 

 ちょっと回りくどくて失礼しました。 

○三鬼（和）委員  決算も踏まえて財政に次年度以降から２億５,０００万ぐらい

足らないということで、６月に一般質問をしたときにも市長は財政の健全化という

か計画を立てないのかといっても、何かぴんときていなかったというようなやり取

りになってしまったんですけど、現実、今経常収支比率の話が出ておったりすると

固定経費をどこか抜本的に、先ほども出ていましたけど、最初の伊藤市長当時のと

きはたしか正職員も３００人以上おって、結果的に二百五、六十人ぐらいまで減っ

てきたというか、退職者とあわせながら固定経費を減らしてきたとかあるんですけ

ど。 

 はっきり言うたら今の市役所の行政業務数にはどこの部分を言っていいのか人件

費だけ言ったら、この間人件費かけ過ぎみたいな市役所運営みたいになってしまう
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んさね。人件費だけのことを言ったら。そうではないと思うんですけど。 

 財政課とすれば補助金の削減だけでは済まんと思うんですね。庁舎の耐震化とか、

活性化事業以上にインフラ的なものをやらなくちゃいけない部分があると思うんで

す。 

 ごみなんかは今のと、それから新しいの、据置期間とかが上手にその辺をつなげ

れば予算が費用的にはかぶる時期というのは少なくするのかなとは思えるところも

あるんですけど、これからいく中でこの決算を踏まえた中で、やっぱりどの辺、財

政課とすればやっぱり市長に対してでも、庁内に対してでも、どの辺をやっぱり削

減というか徹底的に見直ししていくべきだと、財政を預かっている立場としてはい

かがですか。 

○宇利財政課長  現状どういうものが削減の大もとかというところは正直言って

まだ確定できておりません。やはり広く薄くとるのか、集中的にとるのかも含めて

今検討中でございます。 

 今言えるところは、実際そこまでもまだ結論が出ていない状況です。 

○三鬼（和）委員  いかんせん市役所、市の中では金庫番なわけですから、金庫

番というか財政の総合的な管理をされておるということがあるので、財政課がやる

とかやらないとかは別にしてでも、やっぱり財政課は財政課のやっぱり指針という

か、これは市長に対して示すべき庁内の我々のところへ出てくる前の話ですけど、

示してやらないと本当に薄いだけの話をするのか、抜本的に３年間なり５年間なり

こういった計画でいこうかというのはやっぱり財政課が考えを示すべきだと思って

おりますので、そういったことを踏まえてやっていただきたいなと思うんですけど、

いかがですか、その辺は。 

○宇利財政課長  庁内で検討するに当たっては、それなりに何らかの案をある程

度の案を示す必要が出てくるとは理解しております。 

 しかしながら、この場でその説明をすると、それがならなかった場合になぜかと

言われるとやはり庁内の総意としてするということになりますので、この場でどう

いうものというのは発言は控えさせていただきたいと思います。 

○三鬼（和）委員  当然で、執行部が方針を決めた段階でまた、我々も意見があ

るなり、考えがあればあわせて検討していただくということで議論させていただき

たいと思います。 

○南委員長  他にございませんか。 

○野田委員  僕が言わんでもええことなんやろうけれども、２９年度の単年度収
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支と実質単年度収支というのが１億７,０００になっておるんやけれども、これ、

ずっとさかのぼると２６年ごろからもこの数値が悪い。要は単年度収支になると財

政調整基金じゃないけど、やっぱりここの部分がもっていないとほとんど事業とし

て成り立っていかんような形になっていくと僕は思うんです。 

 実質単年度収支というのはこれ、あくまでも財政調整基金の積み立てとかいろん

なもん関係なしにやったところなんやけれども、この単年度のところを見ると、要

は使える金というか、そういうものがないと成り立っていかん。ずっと見てみると

やっぱり２６年ごろから悪いんやなという気がするんです。その点、どうですかね。

１７年か１８年、悪いと言っていましたけれども、その点、どのような感触なんで

すか。 

○宇利財政課長  委員御指摘のとおり現在大変厳しい状況だというふうに理解し

ております。 

○野田委員  どうもありがとうございました。以上です。 

○南委員長  他にございませんね。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  ないようですので、財政課の審査を終わります。御苦労さまでござ

いました。 

 次に、防災危機管理室の審査に入ります。 

（休憩 午後 ３時０８分） 

 

（再開 午後 ３時０９分） 

○南委員長  それじゃ、防災危機管理室、決算の説明をお願いいたします。 

○大和防災危機管理課係長  まず御説明申し上げる前に、本日防災危機管理課長

欠席でございます。かわりに係長の私、大和のほうから御説明申し上げさせていた

だくことを御了承ください。 

 それでは、議案第５８号、平成２９年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につ

いてのうちの、防災危機管理課に関する決算状況につきまして決算書をもとに御説

明させていただきます。 

 決算書の１１４、１１５ページをごらんください。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１２目防災費でございます。 

 １節報酬でございますが、有事の際の国民保護協議会の開催がなかったため、５

万３,０００円全額不用額でございます。 
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 次に、８節報償費の支出済額３４万円は、東京大学片田教授への防災講演会及び

防災危機管理アドバイザーに係る報償費でございます。 

 次に、９節旅費の１０万１,２４０円につきましては、海上自衛隊横須賀地方総

監部及び名古屋市内でのＤＯＮＥＴ利用連絡会出席旅費でございます。 

 次に、１１節需用費の支出済額１,０７２万６,５４４円につきまして、消耗品費

３５１万５,１５２円はアルファ化米などの公的備蓄品の購入費が主なものでござ

います。 

 燃料費２万３,３２８円は、防災センターガス代でございます。 

 光熱水費３３９万７,４２６円は、防災センターの電気、水道代と防災行政無線

子局及びエリアワンセグ局の電気代でございます。 

 修繕料３７９万６３８円は、市内各所避難路簡易修繕、防災行政無線等修理代が

主なものでございます。 

 ここで関連する事業内容を主要施策の成果及び実績報告書により、担当より御説

明させていただきます。 

○大山防災危機管理課主任  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の２７ペ

ージをごらんください。 

 市内各所避難路簡易修繕について説明いたします。 

 本市では南海トラフ巨大地震の発生時には、地震後、十数分で津波が来襲するこ

とが危惧されており、迅速な高台への避難を行い、被害を最小限に抑えるためには

安全な避難路の整備、修繕が急務でございます。このことから、避難の際の安全性

を高めることを目的に事業を実施しました。 

 事業の内容としましては、地区や区の要望に基づき、緊急性の高い箇所から順次

手すりの設置や高台への避難経路の整備を行いました。 

 平成２９年度の事業成果ですが、市内１１カ所の避難路整備を行い、避難路の補

修により安全性を確保し減災に向けて人的被害軽減に努めました。 

 事業費の２９８万８,０００円につきましては、全て一般財源でございます。 

 以上で説明を終わります。 

○大和防災危機管理課係長  続きまして、決算書１１４、１１５ページにお戻り

ください。 

 １２節役務費の支出済額２６４万３,９６２円につきまして、通信運搬費６５万

２,９１０円は防災センター電話使用料、衛星電話使用料が主なものでございます。 

 １１７ページをごらんください。 
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 手数料では浄化槽保守点検等手数料３０万５,０００円、防災倉庫移転手数料５

７万９,９６０円、雨量計機器検定手数料５９万４,０００円が主なものでございま

す。 

 次に、１３節委託料の支出済額１,６２３万２,５７２円につきましては、ネット

ワーク関係の防災無線保守点検業務委託料２６８万９,２００円。 

 １１９ページをごらんください。 

 土砂災害情報相互通報システムの保守点検業務委託料４６２万２,１４０円、エ

リアワンセグシステム保守料８６４万円が主なものでございます。 

 次に、１４節使用料及び賃借料の支出済額３１万５,５５１円につきましては備

考欄の内訳どおりでございます。 

 次に、１５節工事請負費の支出済額８１万円９,０７２円はエリアワンセグ受信

端末設置工事費で室内アンテナ２４件、屋外アンテナ５７件の設置に係る費用でご

ざいます。 

 次に、１８節備品購入費の支出済額２１万８,５２７円につきましては防災倉庫

１棟の購入費でございます。 

 次に、１９節負担金、補助及び交付金の支出済額６７８万４,５０８円につきま

しては、三重県防災行政無線運営協議会の負担金７４万６,０００円と災害時の支

援活動や患者搬送を防災ヘリにより対処する三重県防災航空隊運営費の負担金１６

９万７,０００円などで、この二つの負担金は三重県２９市町各消防本部等で負担

しております。 

 １２１ページをごらんください。 

 補助金の一般コミュニティ助成事業補助金１９０万円につきましては、自主防災

会連絡協議会に対する補助金でございます。 

 尾鷲市地域防災力向上補助金２３３万２,５４８円につきましては、７万円を上

限に自主防災組織などの団体に対しての防災関連の整備事業に対する補助金でござ

います。 

 ここで関連する事業内容を主要施策の実績報告書により、担当より御説明させて

いただきます。 

○久保防災危機管理課主事  それでは、主要施策の成果及び実績報告書２８ペー

ジをごらんください。 

 尾鷲市地域防災力向上補助金について、説明いたします。 

 事業の目的は近い将来発生が危惧されている南海トラフ巨大地震や豪雨災害によ
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る被害軽減を図るとともに地域における自助、共助の取り組みが重要でございます。

そこで、地域における防災のかなめとなる自主防災組織等への防災体制の充実強化

を図るために１団体につき７万円を限度に補助金を交付しております。 

 平成２９年度の事業成果は３６団体へ補助金を交付いたしました。 

 内訳としましては地震津波対策を図る事業、４団体に対して２６万１,８４０円、

防災資機材の充実を図る事業、１７団体に対して１１０万８,９６５円、防災意識

の普及啓発を図る事業、１団体に対して３万７,９００円、自主防災会で管理し得

る備蓄品等の充実を図る事業、１４団体に対して９２万３,８４３円を交付いたし

ました。 

 このことにより地域において防災力向上のために何が必要なのかをみずからの地

域で話し合うことにより住民同士の連携強化を図れたと考えております。 

 事業費につきましては２３３万２,０００円で、全て一般財源でございます。 

 以上で説明を終わります。 

○南委員長  ありがとうございます。 

○大和防災危機管理課係長  決算書の１２２、１２３ページをごらんください。 

 １４目諸費についてでございます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１４目諸費のうち、防災危機管理課に係る分につ

いて御説明いたします。 

 １２５ページをごらん願います。 

 １９節負担金、補助及び交付金の支出済額１８９万６,０００円のうち、当課に

係る分といたしましては備考欄の紀北危険物安全協会負担金１万円。 

 １２７ページをごらんください。 

 指定へリポート管理負担金１万２,０００円で、九鬼地区の国道３１１号線沿い

の緊急時ヘリポートの管理費でございます。 

 尾鷲地区防犯協会負担金９９万７,０００円、暴力追放推進会議負担金４万円は

尾鷲市、紀北町で負担し運営しております。 

 津波予測・伝達システム市町負担金６３万円は、三重県南部にＤＯＮＥＴシステ

ムを展開するための県に対する負担金でございます。 

 また、尾鷲市防犯委員会補助金１２万円は、市内各地区の防犯委員への補助する

ものでございます。 

 次に、消防費についてであります。 

 ２７６、２７７ページをごらんください。 
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 ８款消防費、１項消防費、１目常備消防費でございます。 

 予算現額４億３,２５６万１,０００円に対し支出済額４億３,２５６万１９７円

で、不用額８０３円でございます。 

 ２７９ページをごらんください。 

 内訳といたしましては三重紀北消防組合負担金４億２,６２９万８,０００円と消

防救急デジタル無線共通波設備負担金６２６万２,１９７円でございます。 

 次に、２目非常備消防費でございます。 

 予算現額４,２２９万２,０００円に対し支出済額３,６２２万２,２０７円で、不

用額６０６万９,７９３円でございます。不用額６０６万９,７９３円につきまして

は、当初予定していました消防団員の退職割合が低く、それに伴い８節報償費の支

払いが少なかったことなどが主な要因でございます。 

 次に、１節報酬の支出済額１,２１０万６,８００円は、各消防団が定期的に実施

する訓練や合同で行う訓練手当で備考欄のとおりでございます。 

 年手当３１９万７,０００円は尾鷲市消防団条例で定められた額であり、団員２

０３名分の年手当でございます。 

 出動手当１３２万４,８００円は、台風などの大雨、高潮警戒、また、火災など

の出動手当でございます。 

 警戒手当８万５,１００円は、市内で催される尾鷲・賀田・三木里の花火大会の

警戒手当でございます。 

 次に、４節共済費の支出済額５５４万９,０３１円は、消防団員に対する公務災

害補償及び退職報奨金の掛け金でございます。 

 次に、８節報償費の支出済額２３４万１,７８０円につきましては、消防団員退

職報償金と表彰バッジ購入代が主なものでございます。不用額４２８万１,２２０

円の要因は消防団員の退職者か少なかったためでございます。 

 次に、９節旅費の支出済額４万８,６８０円は、東京で開催の自治体消防制度７

０周年記念式典出席によるものでございます。 

 次に、１１節需用費の支出済額３６４万１,３７７円でございます。 

 主なものとしましては消耗品費１２４万９,４０２円で、消防団員用の半長靴と

操法大会用消防ホース等の購入費でございます。 

 燃料費３７万４,９３０円は、消防団車両の燃料費でございます。 

 印刷製本費１４万２,５６０円は、入団啓発用ポスター、パンフレット印刷代で

ございます。 
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 光熱水費５８万４,５００円は、１５分団ある消防団詰所の電気、水道代でござ

います。 

 修繕料１２８万９,９８５円につきましては、消防団車両１５台分の車検整備代

が主なものでございます。 

 次に、１２節役務費の支出済額１１６万９,９７４円につきましては、消防団詰

所の浄化槽保守点検等手数料、１５台分の車検手数料、自賠責保険料などが主なも

のでございます。 

 ２８１ページをごらんください。 

 次に、１４節使用料及び賃借料の支出済額２６万６,８４５円は、消防団詰所の

ＺＴＶ回線使用料とＮＨＫテレビ受信料でございます。 

 次に、１８節備品購入費の支出済額９３４万９２円につきましては、小型動力ポ

ンプ付き積載車及び操法用可搬式ポンプ等購入費でございます。 

 ここで関連する事業内容を主要施策の実績報告書により、担当より御説明させて

いただきます。 

○島田防災危機管理課主任  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の１００

ページをごらんください。 

 操法用可搬ポンプ整備事業について説明いたします。 

 三重県消防操法大会は、消防団員の技術向上と士気の高揚を図るため、各消防団

が安全、確実、迅速にポンプの放水を行い、標的を落とすまでの時間を競うもので

あります。２年に１度開催され、今年度は尾鷲市消防団が出場しました。大会終了

後に老朽化している可搬ポンプと交換して消防力の向上を図ることを目的にこの事

業を実施しました。 

 事業内容としましては、火災現場や操法大会で吸水時間の大幅な短縮が可能であ

る可搬ポンプを購入しました。 

 事業成果ですが、日々の訓練を重ねるごとに団員の技術向上、士気の高揚が図ら

れ、また、実施隊員以外の隊員の士気も高揚され、尾鷲市消防団の団結が強化され、

災害対応能力の向上につながったと考えます。 

 事業費の１８４万６,０００円につきましては、全て一般財源でございます。 

 以上で説明を終わります。 

○大和防災危機管理課係長  決算書の２８１ページにお戻りください。 

 次に、１９節負担金、補助及び交付金の支出済額１３８万９,０００円につきま

しては、三重県尾鷲市、紀北町で組織する消防協会紀北支会負担金６３万円と消防
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団員福祉共済掛金６０万９,０００円が主なものでございます。 

 次に、２７節公課費支出済額３６万７,８００円は、消防団車両の自動車重量税

でございます。 

 次に、３目水防費についてでございます。予算現額１０８万２,０００円に対し

支出済額９１万１,９５４円、不用額１７万４６円でございます。この水防費につ

きましては、全額三重県からの委託により市内に点在する１０５の樋門、防潮扉等

の管理を行うためのさまざまな費用でございます。 

 以上で防災危機管理課に係る平成２９年度決算についての説明を終わります。 

○南委員長  ありがとうございました。 

 防災危機管理室の説明は以上でございます。 

○濵中委員  発信します。 

 防災費なんですけれども、予算は目の中の流用は可能でしたっけ。節の中はオー

ケーですね。 

 何を言いたいかと言いますとここに防災費の中の需用費の中に不用額が１２５万

４,０００円出ておるんですよね。この需用費の中に修繕料３７９万円とあって、

さっき避難路の予算が２００幾らというような話があって、そこにこの１２０万と

いう不用額が出ておる、そうしたらこの２９年度内でこれだけ多分入札差金である

とかいろんなものが積み重なってのものやと思うんですけれども、以前にほかの議

員からも指摘が出ておったその避難路の修繕であるとか、手すりの修繕であるとか

というのが計画があるのは十分わかるんですけれども、順番を待っているところを

前倒しできるだけの予算ではないのかなという気がするけれども、そういったこと

の検討はこの年、されなんだのかなと思うのと、この不用額に関しましては需用費

だけではなくて同じ防災費の中にほかのところでも工事請負費でワンセグがある程

度配置されて多分用意したけれども使わなんだよという１１４万円が目の中であっ

たりするので、そのあたりを年度内で精査をして前倒しできるところがあれば先に

しようという検討にはならんのかなという気がするんですけど、そのあたりどうで

すか。 

○大和防災危機管理課係長  不用額につきましては、おっしゃっていただいたと

おり公的備蓄品を購入、入札した場合の入札差金がほぼほぼその差金でございます。 

 修繕につきましては避難路の修繕料ということで当初予算が３００万、設けさせ

ていただいておりまして、その中で修繕できる限り避難路整備を進めておる次第な

んですけれども。 
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 基本的には入札差金のほうはそのまま残すような形では考えておるところなんで

すけれども、また、関係課、あと財政課等々と話をして……。 

○濵中委員  差金は残して戻すようにという方針なのかもしれないんですけれど

も、一旦予算化をされたものの中でどうしてもやはり市民の方たちの安全を求めて、

少しでも前倒しができる部分に関しては検討すべきかなという気がするんですよ。 

 それは多分財政との話の中でどうなっているのかとか、あとは市長の方針である

とかということもあるんでしょうけれども、やはり皆さんがこれから高齢化する市

民生活の中で手すりや避難路の足もとの確保やということで急がれる部分を早くで

きるような形で検討をお願いしたいなと思うので。 

○大和防災危機管理課係長  予算を執行する原課といたしましては、なるべく予

算の獲得に向けて調整を図るよう努めていきたいと思います。 

○野田委員  今の濵中委員のええ質問やなと僕は思ったんですけれども、やはり

３カ月たつとか、そういう部分の不用額がなぜこれが不用になっておるのか、そし

て、流用と言われましたけど、本当に優先順位をやっぱり原課というか課の中でや

っぱり柔軟性を持って考える時間をつくってやるということは大事なことだと思う

んですよ。 

 それで、いろんな輪内地区とか、ここの周辺でもそうですけれども、いろんな要

望がある中でやっぱりこういう部分はためるんじゃなくて、やっぱり使う分は使っ

てやっぱり市民の安全安心というものをやはり行政として喜んでもらうような使い

方というのは優先順位としてあっていいのかなと僕は思います。そこら辺は検討し

てもらうべきところかなと思いますけれども。 

 以上です。 

○大和防災危機管理課係長  避難路の整備等につきましては、各地域から多数の

箇所の要望がございます。 

 そういった中でそれぞれの地域において、その地域の中でも複数修繕していきた

いというふうなことはあるわけなんですけれども、地区の中で１カ所、一番優先な

ところを選定いただいて、そこの部分を修繕させていただいておると。 

 年間１０件ないしは１１件ぐらいの件数で着々と進めておるのが現状でして、継

続して整備に向けて取り組んでいきたいと考えております。 

○野田委員  やっぱりそういう議論できる体制をつくっていないと、機械的に余

ったからプールしていく、ただそういうだけの発想では僕はだめやと思うんですよ。 

 それで、そういう課の中でこういう大きな、百何十万といったら大きなお金です
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よ、別にどこどこの地区に、そこに金を落とすのじゃなく、全体を見ながら優先順

位というのはやっぱりあると思うんですよ、これ、やっていかないかんという。や

っぱりそういう部分はそれなりに対応するだけのやっぱり柔軟性を持って考えてい

く、それは課できちっと考えていく、それは市長にもちゃんと意見具申じゃないけ

れども、そういう報告はしていくというような体制をつくっていかないとと思いま

す。 

 以上です。 

○仲委員  先ほどの意見なんですけど、目内の流用はできたとしても、当初予算

で決められた予算の中で目内で余ったからそれを勝手に流用して、執行できるか、

これは議員の発言としてはちょっとおかしいんじゃないですか。 

 必要ならば補正で上げて、認められて執行すると。そういう発言があってはおか

しいと僕は思いますけど。 

○野田委員  いい意見を言ってくれました。 

 そういう補正の部分でもいいですから、そういう３カ月たつとか、そういう形の

手続を踏むということが大事なことかなというのは思いますので、それをすぐ流用

という感じじゃなくて、今言ったように補正という手続でやることはできるのであ

ればやって、そういうことも考えていただきたいと思います。 

○大和防災危機管理課係長  必要な予算の獲得に向けては、できる限り努めてい

きたいと、そのように考えます。 

○奥田委員  今の話ですけど、思ったのはやっぱり入札差金はそのまま使うとい

うのはどうかなと思うので、仲委員言われたように。 

 その入札差金が見えておるんやったら補正でこの避難経路のほうへ寄せつけても

らうと。それが財政が認めてくれるかどうかとは別ですけど、その努力はしていた

だきたいなと思いますけど。 

 それで、１点だけ僕、お聞きしたいんですよ。尾鷲市地域防災力向上補助金、こ

れ、７万円が上限でしたか、３６団体にされたということなんですけど、この２３

３万２,０００円。応募というか、やりたいところというのはどのぐらいの団体が

あったんですか。 

○久保防災危機管理課主事  先ほどの３６団体の中でやりたいところというのは、

向こうから……。 

（発言する者あり） 

○久保防災危機管理課主事  ３６団体は、これ以上はなかった、３６団体で。 
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○奥田委員  じゃ、うまいぐあいに予算におさまったのかな。 

 それで、決算から離れるかも知れませんけど、今年度はどのぐらいあるんですか。

今のところどのぐらいあるんですか。 

○久保防災危機管理課主事  現在のところ、９月１９日現在で１１団体の申請と

なっております。 

○奥田委員  決算と離れるかも知れません。１１団体ということはやっぱり少な

いですよね。いつも前期の段階でこの予算を使い切ってしまうようなことをよく聞

いたことがあるんですけど。 

 やっぱりこの３分の１、自分たちで負担せなあかんというの、これ、この前議会

も僕らも知らなかったんですけど、この今年度。 

 そういうところはやっぱり大きいのかなという気がするんですけど。だから、こ

ういうのをやるときにはやっぱり、まだ自主防災会を立ち上げて浅いところは、四、

五年はまだ、いろんなものを整備するのに時間がかかりますから、そこは抜いてと

か、長年、自主防災会を立ち上げて何年も何年もこの補助金を使っておるところは

あれとしても、まだできたばかりのところとか、そういうところだけでも３分の１

負担というのはちょっときついかなという気がして、この３分の１負担が結構クレ

ームが多いんですよ。今言ったように、長いところでも自主防災会を立ち上げて長

いところでさえやっぱりいろいろ、このことを更新していかないかんで、古いもの

を変えていかないかんとかいろいろあるもんで。３分の１、使い勝手が悪いんじゃ

ないですか、これの。今１１団体と言っていますけど。そんなのでええのかなとい

う気はしてならんのやけどね。いかがですか、担当課として。 

○大和防災危機管理課係長  この補助率につきましては、昨年は１０割補助して

いたのが３分の２の補助というふうに今年度から改定させていただいております。 

 尾鷲市役所全体の補助金の見直し、方針に伴って見直しを行ったところなんです

けれども、補助金の使用状況につきましては上半期の中では昨年から比べると鈍い

かなというふうなところがございますので、原課といたしましては活用していただ

いて、少しでも地域の防災力を備えていただけるように周知といいますか、売り込

みといいますか、活用していただけるようなことを取り組んでいって、予算の範囲

内、全て使い切れるような形で取り組んでいきたいとこのようには考えます。 

○南委員長  今の奥田委員の各自主防の７万限度額の負担で一覧表として一体ど

ういったものに充当したのか、できたら資料をこの助成した団体の使ったお金の目

的資料、あれば一覧で並べて提示していただきたいと思います。 
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 できますね、それ。 

○大和防災危機管理課係長  購入とか活用いただいたものの一覧表をということ

で御用意します。 

○南委員長  お願いします。 

○三鬼（和）委員  １１８ページ、送ります。 

 １５節の工事請負費なんですけど、１１４万５,９２８円、不用額になっておっ

て、これの主な原因というのがワンセグの当初の予算のときに比べて件数が見込み

を下回ったというように資料には載っておるんですけど、以前にもみずから設置し

ていただかなくてもいいと断った方もいるとかいないとかという議論も以前にあり

ましたけど、市が計画したこの設置に対して今回もこの予算した中では何％ぐらい

の設置率なんですか。 

 今回もこれをしておるということは、まだ未設置というところがあるということ

であるとか、不備のところがあるということを踏まえて、それと、転入された方に

もきちっと案内して、それは設置しておるのかどうかとその辺のところを御説明く

ださい。 

○大和防災危機管理課係長  転入、転出の関係でアンテナの設置工事等が発生し

てくるのが主な件数でございまして、転入手続の窓口となっております市民サービ

ス課と連携をいたしまして、転入者の方に対する案内は行っておりまして、あと、

ワンセグの配布状況につきましても市民サービス課から転入、転出の情報を防災危

機管理課のほうに提供いただいて、防災危機管理課のほうで確認しておると、努め

ておるというところなんですけれども。 

 今、率は、すぐは申しわけございません。持ち合わせてございませんので。 

○三鬼（和）委員  できたら、何個という数字でも構いませんし、何％というの

でも構いません、何個というのが一番いいかな、全体に対する何個というので。 

 というのと、あと、高齢者の方もふえてきておる中で、ああいう電子機器という

のは扱いにくいところがあったりとか、あれ、落としてしまって電池が緩むだけで

も音が入らなかったりとかといろいろあるじゃないですか。 

 それと、最初の設置からすれば、電池切れしているところなんかもしてきて、そ

のままにしてあるのかどうかということも踏まえて、自主防災会とか自治会さんを

通じて、そういったことの電池のかえ方であるとか、音がきちっと出ているかどう

かと、そういったことについてチェックはされておるんですか、どうなんですか。 

 苦情がきたときは対応はしやすいと思うんですけど、全然連絡がこなかって、音
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がいっていなかったとか、音声がいっていなかったとかって、ある原因の中では電

池がずれておったりとか、電池の寿命がきておって音が出ないとかというのもあろ

うかと思うんだけど、そういったことについて、現状とこれからどう対応していく

のかと。特に一人住まいであるとか、高齢者の方にとってはそういう問題も大きな

問題じゃないかなと思うんですけど、どうですか。 

○久保防災危機管理課主事  先ほどのことなんですけれども、原因としましては、

よくあるのはアンテナと電源コードの差し込み口を逆にしてしまっていたりとか、

あと、例えば電池の液漏れとか、今おっしゃっていたように電池の液漏れについて

は広報紙等で周知を図って電池の画面に電池が切れかけてきたら画面に電池が切れ

てきたよということで表示されるもんで、そういったものを目安として電池の交換

もお願いしますとか、そういったものを定期的に広報で行っています。 

○三鬼（和）委員  ぜひ広報でわかりやすいとか、毎回でもいいと思うんですけ

ど、我々でもあれ、何が原因かなんて思うときもあろうかと思いますので、まして

や一人住まいであるとか高齢者の方はその辺が大変だと思うので、わかりやすいよ

うな案内というか、せっかく命を守るためというか、別の意味での広報もワンセグ

でやっていますよって、それも踏まえた中で十分な機能をできるようなメンテナン

スの仕方というのは大事じゃないかなと思いますので、よろしくお願いしたいなと

思います。 

○南委員長  他にございませんか。 

○小川委員  その他でいいですか。その他のところで。 

○南委員長  防災に関係する。 

○小川委員  防災、防災。 

○南委員長  簡潔にお願いします。 

○小川委員  簡潔にいきますので。 

 非常に大事なことだと思うんですけど、南海トラフ地震に関連する臨時情報とい

うことに関して少しお聞きします。 

 昨年１１月以降、警戒情報というのも国で発表されなくなりまして、今度は南海

トラフ地震に関する臨時情報というのが発表されるようになりましたけど、この尾

鷲市として、住民に対してどういった対応をとるのかというそういう協議されてい

ますでしょうか。 

○大和防災危機管理課係長  その点につきましては、県のほうからは身の安全を

守るような簡単な取り組みをしてくださいという簡単な案内は来ておるところなん
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ですけれども、その情報を持ってどのような取り組みが望ましいのかというところ

は国のほうが検討中というふうに聞いておりまして、その検討の情報をもとにうち

としてもその情報が来た時点で体制を整えていきたい、このように考えております。 

○小川委員  今係長言われたように、国は自治体任せというところもあるみたい

で、まだ決めていないみたいで基本方針みたいなの。今のところ自治体お任せで２

０％ぐらいの自治体はそれで対応策を決めているということで、あと４０％ぐらい

が、これ、ニュースやったですか、今検討しているということで、それ、決めてい

ないと今、もし今その臨時情報が出た場合、市民の皆さんが本当に混乱するんじゃ

ないかと思うんですけど、できるだけ早く検討していただきたい、そういうふうに

思いますので、検討してください。 

○南委員長  皆さん、よろしいですね。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  ではこれで防災危機管理室の審査を終わります。ありがとうござい

ました。 

 本日の会議はこれをもって散会いたします。 

 あすは、税務、市民サービス、福祉なんですけれども、一応３課を予定しておる

ということで、できたら環境、水産あたりまでいきたいなと考えています。御協力

をお願いします。終わります。 

（午後 ３時４９分 閉会） 

 


